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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局を動作させる方法であって、
　第１の情報ストリームに第１の値を割り当てることと、
　第２の情報ストリームに第２の値を割り当てることと、
　前記第１の情報ストリーム及び前記第２の情報ストリームを結合することと、
　前記結合された情報ストリームから合成値を生成することと、
　前記合成値の関数として波形を送信すること、とを具備し、
　前記第１の値を第１の情報ストリームに割り当てることは、｛Ｙｉ｝ビットのシーケン
スを決定することを具備し、前記第２の情報ストリームの前記第２の値を割り当てること
は、信号｛Ｘｉ｝を生成することを具備し、
　前記信号｛Ｘｉ｝は、｛Ｙｉ｝ビットの前記シーケンスの周期性から独立している周期
性を有し、
　前記第１の情報ストリーム及び前記第２の情報ストリームを結合することは、式Ｚｉ＝
｛Ｘｉ｝＊（Ｑ＋１）＋｛Ｙｉ｝を利用することによって行われ、ここで、｛Ｙｉ｝は、
前記第１の値を表し、｛Ｘｉ｝は、前記第２の値を表し、Ｑは、前記第１の情報ストリー
ムの最大値を表す、方法。
【請求項２】
　前記第１の情報ストリームは、第１の部分組のブロードキャスト情報を表し、前記第２
の情報ストリームは、第２の部分組のブロードキャスト情報を表す請求項１に記載の方法
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【請求項３】
　前記波形は、高エネルギービーコン信号を含み、１つの自由度当たりの前記ビーコン信
号の送信電力は、前記基地局によって送信されるその他の信号の送信電力よりも少なくと
も１０ｄＢ高い請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記波形は、小さい自由度を占める請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　第１の情報ストリームに第１の値を割り当てることは、
　複数の情報ビット｛ｃｉ｝の各々をコーディングすることと、
　ビット｛Ｙｉ｝のシーケンスを｛ｃｉ｝から決定することであって、｛Ｙｉ｝は単一の
ビットを表すこと、とをさらに具備する請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　第２の情報ストリームに第２の値を割り当てることは、
　情報ビット｛ｂｉ｝をコーディングすることと、
　｛ｂｉ｝から信号｛Ｘｉ｝を生成すること、とをさらに具備する請求項１に記載の方法
。
【請求項７】
　前記第１の値及び前記第２の値を結合することは、前記第１の情報ストリームのスペー
ス及び前記第２の情報ストリームのスペースよりも大きいスペースを占めるブロードキャ
スト信号を生成する請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　波形を表す２つの情報ストリームを生成する無線通信装置であって、
　第１の情報ストリームに関する第１の値を決定すること、第２の情報ストリームに関す
る第２の値を決定すること、前記値を結合して合成値を生成すること及び前記合成値の関
数として波形を送信することに関連する命令を保持するメモリと、
　前記メモリに結合され、前記メモリ内に保持される前記命令を実行するように構成され
たプロセッサと、を具備し、
前記第２の値は、前記第１の値のタイミングシーケンスと異なる間隔で繰り返すことがで
きるタイミングシーケンスを提供し、
　前記メモリは、式Ｚｉ＝｛Ｘｉ｝＊（Ｑ＋１）＋｛Ｙｉ｝を利用することによって値Ｚ

ｉを生成するための命令をさらに保持し、ここで、｛Ｙｉ｝は、前記第１の値を表し、｛
Ｘｉ｝は、前記第２の値を表し、Ｑは、前記第１の情報ストリームの最大値を表す、無線
通信装置。
【請求項９】
　前記第１の値を決定することは、前記第２の値を決定することから独立して行われる請
求項８に記載の無線通信装置。
【請求項１０】
　前記波形は、高エネルギービーコン信号を含み、１つの自由度当たりの前記ビーコン信
号の送信電力は、その他の送信された信号の送信電力よりも少なくとも１０ｄＢ高い請求
項８に記載の無線通信装置。
【請求項１１】
　前記メモリは、第１のコーディング方式｛ｂｉ｝から信号｛Ｘｉ｝を生成し、第２のコ
ーディング方式｛ｃｉ｝から｛Ｙｉ｝ビットのシーケンスを生成するため命令をさらに保
持し、｛Ｙｉ｝は、単一のビットを表す請求項８に記載の無線通信装置。
【請求項１２】
　無線通信装置であって、
　第１の情報ストリーム及び第２の情報ストリームに独立した値を割り当てるための手段
と、
　前記独立した値を結合して合成値を生成するための手段と、
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　前記合成値の関数である波形を出力するための手段であって、前記波形は、高エネルギ
ービーコン信号を含む手段と、を具備し、
　前記第２の情報ストリームの周期性と異なる周期性を前記第１の情報ストリームに割り
当てるための手段をさらに具備し、
　前記第１の値を信号｛Ｘｉ｝として表し、前記第２の値を｛Ｙｉ｝ビットのシーケンス
として表すための手段をさらに具備し、前記独立した情報ストリーム値を結合するための
前記手段は、式Ｚｉ＝｛Ｘｉ｝＊（Ｑ＋１）＋｛Ｙｉ｝を利用し、ここで、Ｑは、前記第
１の情報ストリームの最大値を表す、無線通信装置。
【請求項１３】
　高エネルギービーコン信号を含む前記波形を出力するための前記手段は、実質的に同時
に送信されたその他の信号の送信電力よりも少なくとも１０ｄＢ高い１つの自由度当たり
の前記ビーコン信号の送信電力を提供する請求項１２に記載の無線通信装置。
【請求項１４】
　｛Ｘｉ｝は、ブロードキャストメッセージの選択されたブロックを示し、｛Ｙｉ｝は、
前記選択されたブロック内における所在場所を示す請求項１２に記載の無線通信装置。
【請求項１５】
　Ｚｉは、｛Ｘｉ｝によって占められるスペース及び｛Ｙｉ｝によって占められるスペー
スよりも大きいスペースを示す請求項１２に記載の無線通信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本特許出願は、“METHODS AND APPARATUS FOR ENCODING INFORMATION IN BEACON SIGNA
LS”（ビーコン信号における情報を符号化するための方法及び装置）いう題名を有する米
国仮特許出願一連番号６０／８１４，３１７（出願日：２００６年６月１６日）及び“ME
THODS AND APPARATUS FOR PROGRESSIVELY BROADCASTING INFORMATION IN BEACON SIGNALS
”（ビーコン信号において情報を漸進的にブロードキャストするための方法及び装置）い
う題名を有する米国仮特許出願一連番号６０／８１４，６５２（出願日：２００６年６月
１６日）の利益を主張するものであり、これらの出願は、その全体が本明細書において参
照されることによって本明細書に組み入れられている。
【０００２】
　以下の説明は、一般的には、無線通信におけるシグナリングに関するものである。以下
の説明は、より具体的には、様々な目的のために用いられる情報をコーディングするため
にビーコン信号を用いることに関するものである。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信システムにおいては、交信局（例えば、基地局）が、地理上の地域内の端末と
呼ばれるその他の局にサービスを提供している。交信局は、通常は、端末が交信局によっ
て提供されるサービスを用いるかどうか及びスペクトル全般をどのように利用するかを決
定できるようにするためにサービスに関する必要なシステム情報を学ぶのを援助するため
のブロードキャスト情報を送信する。ブロードキャストチャネル容量は限られており、従
って、全ブロードキャスト情報を同時に送信することができない場合がある。一般的には
、異なるブロードキャスト情報は異なる優先度を有していて異なるブロードキャスティン
グサイクルを要求することができる。ブロードキャスト情報の送信は（例えば、交信局と
端末との間においてタイミング及び周波数同期化が存在しないことを含む不確定要因に対
して）強固でありさらに端末受信機における電力的に効率的な信号処理アルゴリズムを可
能にすることが望まれる。
【発明の概要】
【０００４】
　以下は、１つ以上の側面についての基本的な理解を可能にするためにこれらの側面の単
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純化された要約を示すものである。この要約は、すべての企図されている側面を広範囲に
わたって概説したものではなく、全側面の主要な又は極めて重要な要素を識別すること及
びいずれかの又はすべての側面の適用範囲を詳細に説明することのいずれも意図されてい
ない。以下の説明の唯一の目的は、後述される発明を実施するための最良の形態の準備段
階として１つ以上の側面の幾つかの概念を単純な形で提示することである。
【０００５】
　本発明の１つ以上の例及び対応する開示により、無線通信システムにおいてブロードキ
ャスト情報を送信する方法を改良することに関係して様々な側面が説明される。
【０００６】
　側面は、基地局を動作させる方法に関するものである。前記方法は、第１の情報ストリ
ームに第１の値を割り当てることと、第２の情報ストリームに第２の値を割り当てること
、とを含むことができる。前記第１の情報ストリーム及び前記第２の情報ストリームは、
結合することができ、前記結合された情報ストリームから合成値を生成することができる
。前記方法は、前記合成値の関数として波形を送信することをさらに含むことができる。
【０００７】
　他の側面は、波形を表す２つの情報ストリームを生成する無線通信装置に関するもので
ある。前記装置は、メモリと、プロセッサと、を含むことができる。前記メモリは、第１
の情報ストリームに関する第１の値を決定すること及び第２の情報ストリームに関する第
２の値を決定することに関連する命令を保持することができる。メモリ内に保持されるさ
らなる命令は、該値を結合して合成値を生成すること及び前記合成値の関数として波形を
送信することに関連するものであることができる。前記プロセッサは、前記メモリに結合
することができ、前記メモリ内に保持される前記命令を実行するように構成することがで
きる。
【０００８】
　さらに他の側面は、無線通信装置に関するものである。前記装置は、第１の情報ストリ
ーム及び第２の情報ストリームに独立した値を割り当てるための手段と、前記独立した値
を結合して合成値を生成するための手段と、を具備することができる。前記装置には、前
記合成値の関数である波形を出力するための手段が含まれることができ、前記波形は、高
エネルギービーコン信号を含む。
【０００９】
　他の側面により、第１の情報ストリームに第１の値を割り当て、前記第１の情報ストリ
ームに割り当てられた前記値から独立している第２の値を第２の情報ストリームに割り当
てるための機械によって実行可能な命令を格納している機械によって読み取り可能な媒体
である。前記命令は、前記第１の値及び前記第２の値を結合して合成値を生成することと
、高エネルギービーコン信号を含む波形を送信すること、とを含むこともできる。前記波
形は、前記合成値の関数であることができる。
【００１０】
　無線通信システムにおいては、他の側面は、プロセッサを含む装置に関するものである
。前記プロセッサは、第１の情報ストリーム及び第２の情報ストリームに独立した値を割
り当てるように構成することができる。前記独立した値は、選択的にコーディング及び復
号することができる。前記プロセッサは、高エネルギービーコン信号を含む波形での送信
に関して前記独立した値を結合するようにさらに構成することができる。前記波形は、前
記結合された独立した値の関数であることができる。
【００１１】
　側面は、基地局から情報を受信することを容易にする方法に関するものである。前記方
法は、波形内に含まれる高レベルビーコン信号を受信することを含むことができる。前記
波形は、第１の値及び第２の値の関数であることができる。前記方法は、前記第１の値を
第１の情報ストリームとして解釈すること及び前記第２の値を第２の情報ストリームとし
て解釈することに関するものであることもできる。前記第１の情報ストリームは、第１の
部分組のブロードキャスト情報を表すことができ、前記第２の情報ストリームは、第２の
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部分組みのブロードキャスト情報を表すことができる。
【００１２】
　他の側面は、ビーコン信号において受信された情報を選択的に復号する無線通信装置に
関するものである。前記装置は、プロセッサと、メモリと、を含むことができる。前記メ
モリは、高エネルギービーコン信号を含む波形を受信することに関連する命令を保持する
ことができる。前記波形は、第１の値及び第２の値を表す合成値の関数であることができ
る。前記メモリは、前記第１の値を独立して復号して第１の部分組の情報を入手すること
及び前記第２の値を独立して復号して第２の部分組の情報を入手することに関連する命令
をさらに保持することができる。前記プロセッサは、前記メモリに結合することができ、
前記メモリにおいて保持される前記命令を実行するように構成することができる。
【００１３】
　さらに他の側面は、波形を表す２つの独立した情報ストリームを解読するのを可能にす
る無線通信装置に関するものである。前記装置は、高エネルギービーコン信号を含む波形
を受信するための手段と、前記波形を独立した情報ストリーム値に分割するための手段と
、を含むことができる。装置には、前記独立した情報ストリーム値からの第１の情報スト
リームの第１の値及び第２の情報ストリームの第２の値を解読するための手段を含めるこ
ともできる。
【００１４】
　さらなる側面は、高エネルギービーコン信号を含む波形を受信するための機械によって
実行可能な命令を格納している機械によって読み取り可能な媒体に関するものである。前
記波形は、第２の値と結合された第１の値を具備することができる。前記命令は、前記第
１の値を前記結合された値から再生成して第１の情報ストリームを導き出すこと及び前記
第２の値を前記結合された値から再生成して第２の情報ストリームを導き出すことに関連
するものであることができる。
【００１５】
　無線通信システムにおいては、他の側面は、プロセッサを含む装置に関するものである
。前記プロセッサは、２つの独立した値の結合を含む波形を受信するように構成すること
ができる。プロセッサは、前記結合から第１の独立した値を復号して第１の情報ストリー
ムを入手し、前記結合から第２の独立した値を復号して第２の情報ストリームを入手する
ようにさらに構成することができる。
【００１６】
　上記の目的及び関連する目的を完遂させるため、前記１つ以上の側面は、以下において
十分に説明されて請求項において特に強調される特長を具備する。以下の説明及び添付図
面は、前記１つ以上の側面の一定の説明例を詳述する。しかしながら、これらの例は、様
々な側面の原理を採用することができる様々な方法のうちのほんのわずかを示しており、
前記説明される例は、これらのすべての側面及びその同等の側面を含むことが意図されて
いる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本明細書において提示される様々な側面による無線通信システムを示した図であ
る。
【図２】幾つかの側面によるビーコン信号を示した図である。
【図３】開示される例のうちの１つ以上とともに利用可能な他のビーコン信号を示した図
である。
【図４】開示される例のうちの１つ以上とともに利用可能なさらに他のビーコン信号を示
した図である。
【図５】独立した部分組の情報を送信するのを容易にするシステム例を示した図である。
【図６】本明細書において開示される様々な例を利用して送信することができるブロード
キャスト信号例を示した図である。
【図７】システム構成要素の観点からのコーディング方式例の表現を示した図である。
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【図８】情報ビットシーケンスを決定することができるコーディング“Ｉ”を示した図で
ある。
【図９】様々な情報ビットを結合して信号Ｚｉを生成することを示した図である。
【図１０】値Ｚｉを表すブロードキャスト信号を示した図である。
【図１１】ブロードキャスト信号に含まれる部分組の情報を解釈するのを容易にするシス
テムを示した図である。
【図１２】ブロードキャスト信号を復号することの表現例を示した図である。
【図１３】第２の部分組のブロードキャスト情報が相対的に短いブロードキャスティング
サイクル時間で繰り返しブロードキャストされるときのビーコン信号例を示した図である
。
【図１４】開示された側面により一組のブロードキャスト情報ビットを送信する方法例を
示した図である。
【図１５】様々な側面によりビーコンシンボルから２つの部分組のブロードキャスト情報
を復号する方法例を示した図である。
【図１６】基地局を動作させる方法例を示した図である。
【図１７】通信において受信された波形マッピング表現の解釈を容易にする方法例を示し
た図である。
【図１８】情報を送信するために一組の時間シンボルにおける一組の周波数トーンを用い
る方法例を示した図である。
【図１９】一組の時間シンボルにおける周波数トーンを意味する送信された信号の解釈の
ための方法例を示した図である。
【図２０】タイミング情報を含むブロードキャストメッセージの一部分を示した図である
。
【図２１】タイミング情報を決定するために利用することができる情報ビットを示した図
である。
【図２２】タイミング情報を含むビットストリーム例を示した図である。
【図２３】開示される側面のうちの１つ以上を利用するメッセージ例を示した図である。
【図２４】１つ以上のサブシーケンスを含むブロードキャスト情報ビットのシーケンスを
送信するためのシステム例を示した図である。
【図２５】複数のサブシーケンスを含むブロードキャスト信号を解釈するためのシステム
例を示した図である。
【図２６】ブロードキャスト情報ビットのシーケンスを開示された側面により実装される
複数のサブシーケンスにパーティショニングする例を示した図である。
【図２７】開示される側面により実装される同期サブシーケンス例を示した図である。
【図２８】本明細書において開示される様々な側面により実装される非同期サブシーケン
ス例を示した図である。
【図２９】ブロードキャスト情報ビットのシーケンスを含むブロードキャスト信号を送信
する方法例を示した図である。
【図３０】受信されたブロードキャスト信号内のタイミング情報及び関連するメッセージ
を解釈するための方法例を示した図である。
【図３１】複数のセルを含む様々な側面により実装される通信システム例を示した図であ
る。
【図３２】様々な側面による基地局例を示した図である。
【図３３】本明細書において説明される様々な側面により実装される無線端末例（例えば
、モバイルデバイス、エンドノード）を示した図である。
【図３４】無線通信環境においてビーコン信号内の少なくとも２つの部分組の情報の独立
したコーディングを可能にするシステムを示した図である。
【図３５】波形を表す２つの独立した情報ストリームを送信するのを容易にするシステム
を示した図である。
【図３６】無線通信環境において一組の時間シンボルにおける一組のトーンを用いた情報
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の送信を容易にするシステムを示した図である。
【図３７】無線通信環境においてビーコン信号において受信された情報の独立した復号を
可能にするシステムを示した図である。
【図３８】無線通信環境において波形を表す２つの独立した情報ストリームを解読するの
を可能にするシステムを示した図である。
【図３９】無線通信環境における周波数部分及び時間部分中の情報の送信を可能にするシ
ステムを示した図である。
【図４０】ブロードキャスト情報ビットのサブシーケンスを含むブロードキャスト信号の
送信を可能にするシステムを示した図である。
【図４１】非同期及び／又は同期メッセージを含むブロードキャスト信号の解釈を可能に
するシステムを示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
次に、図面を参照して様々な例が説明される。以下では、説明の目的上、１つ以上の側面
について徹底的に理解できるようにするために数多くの具体的な詳細が示される。しかし
ながら、該側面は、これらの具体的な詳細なしで実践できることが明確であろう。その他
の事例においては、１つ以上の例に関する説明を容易にするためによく知られた構造及び
デバイスがブロック図形で示される。
【００１９】
　本出願において用いられる「構成要素」、「モジュール」、「システム」等の用語は、
コンピュータに関連するエンティティ、ハードウェア、ファームウェア、ハードウェアと
ソフトウェアの組合せ、ソフトウェア、又は実行中のソフトウェアを指すことが意図され
る。例えば、構成要素は、限定されることなしに、プロセッサ上で実行中のプロセス、プ
ロセッサ、オブジェクト、エクセキュータブル、実行スレッド、プログラム、及び／又は
コンピュータであることができる。例示上、計算デバイスで実行中のアプリケーション及
び計算デバイス自体の両方が構成要素であることができる。プロセス及び／又は実行スレ
ッド内には１つ以上の構成要素が常駐することができ、構成要素は、１つのコンピュータ
上に局在化する及び／又は２つ以上のコンピュータ間で分散させることができる。さらに
、これらの構成要素は、様々なデータ構造が格納されている様々なコンピュータによって
読み取り可能な媒体から実行可能である。これらの構成要素は、ローカル及び／又は遠隔
プロセスによって、例えば１つ以上のデータパケット（例えば、ローカルシステム又は分
散型システム内の他の構成要素と及び／又はインターネット等のネットワークを通じて信
号を用いてその他のシステムと対話中の構成要素からのデータ）を有する信号に従って通
信することができる。
【００２０】
　さらに、本明細書においては、様々な例が無線端末と関連させて説明される。無線端末
は、システム、加入者ユニット、加入者局、移動局、モバイル、モバイルデバイス、遠隔
局、遠隔端末、アクセス端末、ユーザー端末、端末、無線通信デバイス、ユーザーエージ
ェント、ユーザーデバイス、又はユーザー装置（ＵＥ）と呼ぶことも可能である。無線端
末は、携帯電話、コードレスフォン、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩ
Ｐ）フォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、パーソナルデジタルアシスタント
（ＰＤＡ）、ラップトップ、ハンドヘルド通信ドデバイス、ハンドヘルド計算デバイス、
計算デバイス、衛星無線、全地球測位システム、無線モデムに接続された処理デバイス及
び／又は通信用のその他の適切なデバイスであることができる。さらに、本明細書におい
ては基地局と関連させて様々な例が説明される。基地局は、無線端末と通信するために利
用することができ、アクセスポイント、交信局、ノードＢ、又はその他の何らかの用語で
呼ぶこともできる。
【００２１】
　さらに、本明細書において説明される様々な側面又は特長は、標準的なプログラミング
及び／又はエンジニアリング技術を用いて製造方法、製造装置、又は製造品として実装す
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ることができる。本明細書において用いられる「製造品」という表現は、コンピュータに
よって読み取り可能なデバイス、キャリヤ、又は媒体からアクセス可能なコンピュータプ
ログラムを包含することが意図されている。例えば、コンピュータによって読み取り可能
な媒体は、磁気記憶装置（例えば、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスク、
磁気ストリップ）と、光学ディスク（例えば、コンパクトディスク（ＣＤ）、デジタルバ
ーサタイルディスク（ＤＶＤ））と、スマートカードと、フラッシュメモリデバイス（例
えば、ＥＰＲＯＭ、カード、スティック、キードライブ）と、を含むことができるが、こ
れらに限定されない。さらに、本明細書において説明される様々な記憶媒体は、情報を格
納するための１つ以上のデバイス及び／又はその他の機械によって読み取り可能な媒体を
表すことができる。“機械によって読み取り可能な媒体”という表現は、限定されること
なしに、無線チャネルと、命令及び／又はデータを格納、内蔵、及び／又は搬送すること
ができるその他の様々な媒体と、を含むことができる。
【００２２】
　次に図１に関して、無線通信システム１００が本明細書において提示される様々な側面
に従って例示される。システム１００は、１つ以上のセクター１０６、１０８において互
いに及び／又は１つ以上のモバイルデバイス１１０、１１２との間で無線通信信号の受信
、送信、反復等を行う及びサービスを提供する１つ以上の基地局１０２、１０４を具備す
ることができる。基地局１０２、１０４は、インフラネットワーク（例えばインターネッ
ト）に接続することができ、従ってインターネットへの接続性を提供することができる。
幾つかの側面により、基地局１０２、１０４は、ピア・ツー・ピア通信サービス（例えば
、モバイルデバイス１１０と１１２との間での直接的な通信）を容易にすることができる
。
【００２３】
　各基地局１０２、１０４は、送信機チェーンと、受信機チェーンと、を具備することが
でき、当業者によって明確に理解されるように、これらのチェーンの各々は、信号の送信
及び受信と関連づけられた複数の構成要素（例えば、プロセッサ、変調器、マルチプレク
サ、復調器、デマルチプレクサ、アンテナ、等）を具備することができる。基地局１０２
、１０４は、順方向リンク（ダウンリンク）を通じてモバイルデバイス１１０、１１２に
情報を送信すること及び逆方向リンク（アップリンク）を通じてモバイルデバイス１１０
、１１２から情報を受信することができる。
【００２４】
　モバイルデバイス１１０、１１２が基地局１０２、１０４にアクセスして提供されるサ
ービスを用いるか又はピア・ツー・ピア通信に関してスペクトルを利用するために、基地
局１０２、１０４は、一定のシステム情報をブロードキャストする。幾つかの側面により
、ブロードキャスト情報の組は、１つ以上の部分組に分割することができる。基地局１０
２、１０４は、予め決められたブロードキャスティングサイクルにより周期的に幾つかの
部分組をブロードキャストすることができ、異なる部分組を異なるブロードキャスティン
グサイクルと関連づけることができる。幾つかの側面により、基地局１０２、１０４は、
一般的なメッセージシグナリング手法によって幾つかの部分組をブロードキャストするこ
とができ、従って、ブロードキャスティングスケジュールは、予め決定されない又は固定
されない（例えば、選択的に変更することができる）。
【００２５】
　例えば、システム１００にアクセスする能力をモバイルデバイス１１０、１１２に提供
するために第１の部分組のブロードキャスト情報をシステム１００の基本構成に関連させ
ることができる。第１の部分組のブロードキャスト情報には、システムタイミング情報、
スペクトル割り当て情報、送信電力情報、サービス情報、通信技術情報、システムバージ
ョン（互換性）情報、スペクトル帯域情報、サービスオペレータ情報、システムローディ
ング情報、等のうちの１つ以上（又はその組合せ）を含めることができる。このブロード
キャスト情報リストは、経時で変化することができない。第１の部分組に含めることがで
きる情報に関連するさらなる情報が以下において提供される。
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【００２６】
　第２の部分組のブロードキャスト情報をハンドオフに関連させることができる。例えば
、モバイルデバイス１１０は、第１の地理的地域１０６から他の地理的地域１０８に移動
して２つの基地局１０２、１０４間におけるハンドオフを生じさせることが可能である。
幾つかの側面により、２つの基地局１０２、１０４の地理的地域は、（１１４において示
されるように）互いに重なり合うことができ、従って、モバイルデバイス１１０、１１２
は、ハンドオフ中には存在するとしてもほとんどサービスの中断に合うことはない。
【００２７】
　基地局１０２、１０４は、異なる組のシステム１００パラメータを用いることができる
。例えば、ＯＦＤＭシステムにおいては、スペクトル帯域幅は、複数のトーンに分割され
る。各基地局において、トーンは、特定のホッピングパターンに従ってホップする。ホッ
ピングパターンは、システムパラメータによって制御することができ、異なる基地局１０
２、１０４は、基地局１０２、１０４間における干渉を多様化（ｄｉｖｅｒｓｉｆｙ）す
るためにシステムパラメータの異なる値を選択することができる。
【００２８】
　システムパラメータは、モバイルデバイス１１０、１１２が１つの基地局１０２から他
の基地局１０４に移行するのを可能にする。モバイルデバイス１１０、１１２がハンドオ
フ中におけるサービス中断を軽減するためにシステムパラメータを直ちに入手するのを可
能にするのが有益である。従って、ブロードキャスト情報の第２の部分組は、ブロードキ
ャスト情報の第１の部分組よりも小さいことができる。例えば、第２の部分組は、少数の
固定された情報ビットを含むことができ、相対的に短いブロードキャスティングサイクル
時間で繰り返しブロードキャストすることができる。このことは、ハンドオフが発生時に
既にモバイルデバイス１１０、１１２が基地局１０２、１０４に接続されており、従って
、第１の部分組のブロードキャスト情報の少なくとも一部分を入手していると想定してい
ることに注目すべきである。
【００２９】
　図２に関して、本明細書において説明される様々な側面による直交周波数分割多重化（
ＯＦＤＭ）システム例におけるビーコン信号２００が示される。第１及び第２の（又はそ
れよりも多い）部分組のブロードキャスト情報を、ビーコン信号と呼ばれる特別な信号又
はシグナリング方式を用いてトランスポートすることができる。
【００３０】
　横軸２０２は、時間を表し、縦軸２０４は、周波数を表す。縦のカラムは、２０６にお
いて幾つかにラベルが付され、所定のシンボル期間におけるトーンを表す。各々の小さい
四角形、例えば四角形２０８、は、単一の送信シンボル期間における単一のトーンである
トーン－シンボルを表す。ＯＦＤＭシンボル内の自由度がトーン－シンボル２０８である
。
【００３１】
　ビーコン信号２００は、経時で順次送信されるビーコン信号バーストシーケンスを含む
。ビーコン信号バーストは、１つ以上の（例えば少数の）ビーコンシンボルを含む。各ビ
ーコンシンボルは、１つの自由度において、相対的に大きい時間間隔における平均の自由
度当たり送信電力よりもはるかに大きい送信電力を有した状態で送信される信号であるこ
とができる。
【００３２】
　４つの小さい黒の四角形が示され、各々の四角形（２１０）は、ビーコン信号シンボル
を表す。各ビーコン信号シンボルの送信電力は、時間間隔全体２１２における平均のトー
ンシンボル当たり送信電力よりもはるかに大きい（例えば、少なくとも約１０又は１５ｄ
Ｂ大きい）。各ＯＦＤＭシンボル期間２１４、２１６、２１８、２２０は、ビーコン信号
バーストである。この例示においては、各ビーコン信号バーストは、１つの送信シンボル
期間における１つのビーコンシンボルを含む。
【００３３】
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　図３は、開示される例のうちの１つ以上とともに利用可能な他のビーコン信号３００を
示す。ビーコン信号３００は、上図のビーコン信号２００と類似する。これらの２つのビ
ーコン信号２００、３００の間の相違点は、ビーコン信号３００が２つの連続するシンボ
ル期間において同じ単一のトーンの２つのビーコンシンボルを含むことである。特に、ビ
ーコン信号バーストは、２つの連続するＯＦＤＭシンボル期間３１２、３１４、３１６、
３１８を含む。
【００３４】
　図４は、開示される例のうちの１つ以上とともに利用可能なさらに他のビーコン信号４
００を示す。このビーコン信号４００は、上のビーコン信号２００、３００と類似する。
相違点は、このビーコン信号４００においては、各ビーコン信号バーストは、連続的であ
ること又は連続的でないことができる２つのＯＦＤＭシンボル期間を含むことである。し
かしながら、２つのＯＦＤＭシンボル期間において１つのビーコン信号のみが送信される
。所定のビーコン信号バーストにおいては、ビーコンシンボルは、２つの期間のうちのい
ずれの１つの期間においても発生することができる。例えば、２つのビーコンバースト４
１２及び４１４が示される。ビーコンバースト４１２のビーコンシンボルは、第１のＯＦ
ＤＭシンボル期間において発生し、他方、ビーコンバースト４１４のビーコンシンボルは
、第２のＯＦＤＭシンボル期間において発生する。
【００３５】
　図２、３、及び４に関して、ビーコンバーストの時間位置が予め決められる。例えば、
図２において、ビーコンバーストは、ＯＦＤＭシンボル２１４、２１６、２１８、２２０
内に所在することが予め決められる。図３において、ビーコンバーストは、ＯＦＤＭシン
ボル対３１２、３１４、３１６、３１８内に所在することが予め決められる。図４におい
て、ビーコンバーストは、ＯＦＤＭシンボル対４１２及び４１４内に所在することが予め
決められる。
【００３６】
　ビーコンシンボルを送信するために予め決められたＯＦＤＭシンボルにおける自由度を
選択することができる。例えば、図２において、ビーコンシンボルをシグナリングするた
めにＯＦＤＭシンボル２１４内のトーンシンボルのうちのいずれか１つを選択することが
でき、図４においては、ＯＦＤＭシンボル対４１２内のトーンシンボルのうちのいずれか
１つを選択することができる。従って、図４におけるビーコンバーストの総自由度数は、
図２における総自由度数の２倍である。
【００３７】
　図５は、独立した部分組の情報を送信することを容易にするシステム例５００を示す。
システム５００は、無線通信ネットワークにおいてモバイルデバイスが互いに及び／又は
基地局と通信するのを可能にするために利用することができる。システム５００は、第１
の部分組の情報に対して行われた変更が第２の（又はそれよりも多い）部分組の情報に対
して影響を与えないような形での情報の通信を容易にすることができる。従って、互いに
干渉しない（例えば、独立してコーディング／復号される）２つの異なるコーディング方
式が存在することができる。システムには、１つ以上の受信先５０４に情報を伝送する１
つ以上の送信元５０２が含まれる。送信元５０２及び／又は受信先５０４は、基地局、モ
バイルデバイス、又は情報を通信するその他のシステム構成要素であることができる。
【００３８】
　送信元５０２は、ブロードキャスト信号を解析して前記ブロードキャスト信号を予め決
められた方法でサブグループに分割し、第１の情報ストリームを生成するように構成する
ことができる第１の情報ストリーム生成器５０６を含むことができる。さらに加えて又は
代替として、第１の情報ストリーム生成器５０６は、１つ以上のサブグループのうちのい
ずれを特定のブロードキャスト信号に関して利用すべきかを決定するように構成すること
ができる。例えば、第１の情報ストリームは、いずれのサブグループを用いるかを決定す
るために利用することができる。ブロードキャスト信号は、１つのＯＦＤＭ信号における
こと又は複数のＯＦＤＭ信号におけることができる適切に定義された時間シーケンス又は
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間隔である。例えば、ブロードキャスト信号は、１つ以上のシンボル期間を具備し、１つ
のブロックの自由度と考えることができる。
【００３９】
　第１の情報ストリーム生成器５０６は、信号において搬送される情報に基づいていずれ
のサブグループ又はブロックを用いるかを決定することができ、前記情報は、例えば、ピ
ア・ツー・ピア通信及び／又はセルラー通信に関連する情報を含むことができる。この情
報は、符号化（例えば符号化されたビット）を通じて処理することができる。この符号化
されたビットは、“０”又は“１”のいずれかの値を有することができ、ビットの送信場
所は、部分的には、ビット値（“０”又は“１”）に基づくことができる。
【００４０】
　ブロードキャスト信号６００の表現が図６に示される。ブロードキャスト信号６００は
、上記のビーコンシンボル２００、３００、４００と類似するビーコンシンボルの小部分
である。ブロードキャスト信号６００は、例示を目的とするものであり、その他のブロー
ドキャストシンボルも開示される側面とともに利用できることが理解されるべきである。
時間は、横軸６０２に表され、周波数は、縦軸６０４に表される。ビーコンシンボル例６
００は、合計８つのトーン－シンボル又は自由度に関してそれぞれ４つのトーン－シンボ
ルを有する２つのシンボル期間６０６、６０８を具備する。
【００４１】
　ブロードキャスト信号６００の２つのシンボル期間６０６、６０８における全部の自由
度が（例えば、第１の情報ストリーム生成器５０６によって）第１の帯域幅部分組６１０
及び第２の帯域幅部分組６１２に分割される。例えば、トーンシンボル０、１、２及び３
は、第１の帯域幅部分組又は第１のブロック６１０内に存在することができ、トーン－シ
ンボル４、５、６及び７は、第２の帯域幅部分組又は第２のブロック６１２内に存在する
ことができる。その他の構成及びトーン－シンボルブロック数を利用できること及び単純
な方式が例示されていることが理解されるべきである。トーンの選択されたブロック６１
０、６１２は、１つのビーコン信号バーストごとに変化しないトーン－シンボルの固定さ
れたパーティションと類似することができる。各ブロックに関して同じパーティションを
利用することができ、又は、幾つかの側面により、様々なブロック間である程度の時間の
変化が存在することができる。
【００４２】
　所定のビーコン信号バーストにおいて、用いられるトーン－シンボルのブロック又は部
分組が情報を搬送し、情報ビット又はブロックコーディング方式｛ｂ１｝と呼ぶことがで
きる。第１の情報ストリーム生成器５０６は、特定のビーコン信号バースト中にいずれの
ブロックコーディング方式｛ｂ１｝を用いるかを決定するように構成することができる。
【００４３】
　例における各帯域幅部分組６１０、６１２は、トーン－シンボルの隣接ブロックである
ことが注目されるべきである。さらに、２つの帯域幅部分組間には、未使用状態の幾つか
のトーンシンボルが存在することができる。この理由は、モバイルデバイスが、交信局と
モバイルデバイスとの間において発生する可能性があるタイミング及び周波数同期化の欠
如に起因して１つの帯域幅部分組内のトーンシンボルを他の帯域幅部分組内の他のトーン
シンボルと間違えるのを軽減するためである。（示されていない）他の例においては、帯
域幅は、個々の帯域幅部分組の自由度が互いにインターリービングするようにパーティシ
ョニングされ、その場合は、帯域幅部分組は、隣接するトーンシンボルブロックになるこ
とができない。
【００４４】
　第１の情報スチーム（ｓｔｅａｍ）生成器５０６は、その他のシナリオにおける帯域幅
部分組パーティションを決定できることが理解されるべきである。例えば、図４に示され
るようにビーコンバーストが２つのＯＦＤＭシンボルを含む場合は、２つのＯＦＤＭシン
ボル内における全自由度を複数の帯域幅部分組にパーティショニングすることができる。
幾つかの帯域幅部分組は、第１のＯＦＤＭシンボルにおける自由度を含むことができ、他
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の帯域幅部分組は、第２のＯＦＤＭシンボルにおける自由度を含むことができる。
【００４５】
　システム５００は、特定のブロードキャスト信号においていずれの特定のトーン－シン
ボル（自由度）を用いて第２の情報ストリームを生成するかを決定するように構成するこ
とができる第２の情報ストリーム生成器５０８を含むこともできる。幾つかの側面により
、第２の情報ストリームは、選択されたサブグループにおいて用いるべき波形を決定する
ために利用することができる。選択された自由度は、各シンボル期間に関して又は各ブロ
ードキャスト信号に関して異なることができる。一側面により、第１及び第２の部分組の
ブロードキャスト情報６１０、６１２は、ビーコンバーストシーケンスにおいてビーコン
シンボルに関する自由度を選択することによってトランスポートされる。特に、ビーコン
バーストの全自由度を予め決められた数の帯域幅部分組にパーティショニングすることが
でき、これらの帯域幅部分組は、離れていること又は隣接することができる。
【００４６】
　所定のビーコンバーストにおいて、ブロードキャストシンボルを送信するために用いら
れる自由度は、情報を搬送し、情報ビット又はコーディング方式｛ｃｉ｝と呼ぶことがで
きる。第２の情報ストリーム生成器５０８によって選択される特定の自由度は、独立して
又はいずれのサブグループが第１の情報ストリーム生成器５０６によって選択されたかに
かかわらず決定される。例えば、第２の情報ストリーム生成器５０８は、サブグループ内
の特定のトーン－シンボル（又はコーディング方式｛ｃ１｝）を選択することができ、第
１の情報ストリーム生成器５０６は、特定のサブグループ（又はブロックコーディング方
式｛ｂ１｝）の選択を通じて実際のトーンを選択することができる。第１の情報ストリー
ム生成器５０６によるブロックコーディング方式｛ｂ１｝の選択及び第２の情報ストリー
ム生成器５０８によって選択されたコーディング方式｛ｃ１｝は、これらの選択が互いに
独立しているためあらゆる順序で生じることができる。
【００４７】
　例えば、第１の情報ストリーム生成器５０６は、第１の情報ストリーム｛ｂ１｝に関す
るトーン－シンボル０、１、２及び３を具備する第１のサブグループ６１０を選択するこ
とができ、第２の情報ストリーム生成器５０８は、第２の情報ストリーム｛ｃ１｝に関す
るトーン２を選択することができる。しかしながら、第１の情報ストリーム生成器５０６
がトーン－シンボル４、５、６及び７を含む第２のサブグループ６１２を選択し、第２の
情報ストリーム生成器５０８が同じトーン－シンボル所在場所（ｌｏｃａｔｉｏｎ）を選
択した場合は、この場合のトーン－シンボルはトーン－シンボル６になる。この理由は、
トーン－シンボル６がトーン－シンボル２と同じ所在場所内（ただし、異なるサブグルー
プ６１０、６１２内）に存在し、第２の情報ストリーム生成器５０８は、いずれのサブグ
ループ６１０、６１２が第１の情報ストリーム生成器５０６によって選択されたかと関係
ないためである。
【００４８】
　第２の情報ストリーム生成器５０８は、コーディング方式を選択するための様々なアル
ゴリズム、方法及び／又は技法を利用して方式｛ｃ１｝のコーディングに部分的に基づい
てサブグループ内におけるトーン－シンボルの所在場所を選択することができる。用いら
れる実際のトーン－シンボルは、第１の情報ストリーム生成器５０６によって選択された
ブロック、｛ｃ１｝の特定のシーケンスおよびホッピングシーケンスの関数である。従っ
て、いずれのサブグループ６１０、６１２が第１の情報ストリーム生成器５０６によって
選択されるかに依存して、この例におけるトーン－シンボルは、０又は４、１又は５、２
又は６、３又は７であることができる。｛ｂ１｝及び｛ｃ１｝のコーディング方式は、独
立しているため、いずれかのコーディング方式が変更された場合でも、他方のコーディン
グ方式には影響がない。
【００４９】
　第２の情報ストリーム生成器５０８の観点からのコーディング方式例のビジュアル表現
が図７に示される。コーディング方式｛ｃ１｝は、タイミング方式を提供し、ホッピング
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、繰り返し等のための方法を提供することができる。コーディング方式｛ｃ１｝は、非常
に短い間隔であることができる時間（又はその他の間隔）で繰り返すことができる。
【００５０】
　時間は、横軸７０２に表され、周波数は縦軸に表される。７０２における図の上部は、
３つの異なるビーコンシンボル７０８、７１０及び７１２を示す。７１４及び７１６によ
ってそれぞれ表されるように、各ビーコンシンボル７０８、７１０、７１２の上半分が第
１のサブグループであり、下半分が第２のサブグループであり、上図において示されるビ
ーコンシンボル６００に類似する。示されるように、第１の情報ストリーム生成器５０６
は、第１の情報ストリーム｛ｂ１｝に関しては、ビーコン信号７０８に関する第２のサブ
グループ、ビーコン信号７１０に関する第１のサブグループ及びビーコン信号７１２に関
する第２のサブグループを選択することができる。第２の情報ストリーム生成器５０８は
、黒の四角形によって示されるように、第２の情報ストリーム｛ｃ１｝に関する所在場所
を選択することができる。第１の情報ストリーム生成器５０６によって選択されたサブグ
ループにかかわらず、選択された所在場所において高エネルギー信号が送信される。例に
おいては、期間はわずか３であり、第２の情報ストリーム｛ｃ１｝を繰り返すことができ
る。第１の情報ストリーム｛ｂ１｝は、完全に異なる周期性を有することができる。換言
すると、第２の情報ストリーム｛ｃ１｝が所在する実際のブロックは、第１の情報ストリ
ーム｛ｂ１｝の関数であるが、第２の情報ストリーム｛ｃ１｝の観点からは、（第２の情
報ストリーム｛ｃ１｝は高エネルギー信号が送信されるブロックには関係ないため）コー
ディングは変わらない。周期性は、情報ビットを復号するために用いることができるタイ
ミング情報を提供する。幾つかのシーケンスを観測後に、開始点及び終了点を決定するこ
とができ、そのブロック内でのタイミングに関して一定の保証を行うことができる。タイ
ミング情報に関連するさらなる情報が以下において提供される。
【００５１】
　第２の情報ストリーム生成器５０８の観点からのブロードキャスト信号が図の下部分７
１８において示される。この部分７１８は、２つの情報方式｛ｂ１｝、｛ｃ１｝の組合せ
を示すが、このことは、これらの２つの情報方式が結合されていることを示すものではな
く、これらのストリームは依然として独立した方式であり、この組合せは、説明のみを目
的として示されている。
【００５２】
　従って、第２の情報ストリーム生成器５０８は、第１の情報ストリーム生成器５０６に
よって選択された特定のサブグループに関係がなく、さらに認識している必要がない。こ
の理由は、第２の情報ストリーム生成器５０８は、トーン－シンボルが所在することがで
きるグループではなくトーン－シンボル所在場所のみに関係するためである。
【００５３】
　幾つかの側面により、情報方式｛ｂ１｝及び｛ｃ１｝は、異なる形で考えることができ
る。コーディングは、シグナリング位置への情報ビットのマッピングである。これらの情
報方式｛ｂ１｝及び｛ｃ１｝は、情報ビットであると考えることができる。経時で、送信
された多数の｛ｃ１｝情報ビットが存在することが可能である。さらに、ビットのシーケ
ンスである｛Ｙｉ｝のシーケンスを｛ｃ１｝から決定することができるコーディング“Ｉ
”が存在することもでき、ここで｛Ｙｉ｝は１ビットである。この表現が図８の８０２に
おいて示される。
【００５４】
　上例を続けると、８０４において、各々が４つの自由度を有する３つのシンボル期間８
０６、８０８、８１０を有するブロードキャスト信号が示される。自由度数（例えば、０
、１、３、．．．、１１）が提供された場合、前記数は、どこでシグナリングが発生する
ことになるかを示す。従って、｛Ｙｉ｝は、周期性に基づいて繰り返すことができるＹ０

、Ｙ１、Ｙ２、Ｙ３、．．．Ｙ１１のシーケンスであることができる。従って、この例に
おいては、特定の｛Ｙｉ｝は、０乃至１１であることができる。
【００５５】
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　別個の情報ビットシーケンス｛ｂ１｝は、信号｛Ｘｉ｝を生成する異なる型のコーディ
ング（例えば、コーディング“ＩＩ”）を有する。従って、コーディングＩＩ＝｛Ｘｉ｝
である。｛Ｘｉ｝は、それ自体が、｛Ｙｉ｝とは関係がないことができるある周期性を有
する。各｛Ｘｉ｝は、ゼロ乃至第１の情報ストリーム生成器５０８によって選択されたサ
ブグループ数であることができる。この例においては、｛Ｘｉ｝は、“０”又は“１”で
あることができ、ここで、“０”は、第１のサブグループを表し、“１”は、第２のサブ
グループを表す。
【００５６】
　情報ビット｛Ｘｉ｝及び｛Ｙｉ｝は、図９において示されるように、以下の式を利用し
て値Ｚｉを生成するために情報ストリーム結合器５１０によって結合することができ、こ
こで、Ｑは、第１の情報ストリームの最大値を表す。
【００５７】
　　　　　 Ｚｉ＝｛Ｘｉ｝＊（Ｑ＋１）＋｛Ｙｉ｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 式１
　値Ｚｉは、図１０において示される例のように、より大きいスペースを占めるブロード
キャスト信号１０００であると考えることができる。この例においては、自由度は、０、
１、２、３、．．．、２３のラベルが付される。ブロードキャスト信号１０００は、（例
えば、第１の情報ストリーム生成器５０６によって）２つ以上のブロック又はサブグルー
プ１００２及び１００４に分割することができ、各々は、（この例に関するＱの値である
）１２トーンを含む。 
　示される例においては、｛Ｘｉ｝は、サブグループ１００２に関しては“０”に等しく
、｛Ｘｉ｝は、サブグループ１００４に関しては１に等しい。式１を用いて、｛Ｘｉ｝が
“０”に等しい場合は、Ｚｉは、｛Ｙｉ｝に等しく、上方スペース又は第１のサブグルー
プ１００２である。しかしながら、｛Ｘｉ｝が“１”に等しい場合は、開始点は、下方ス
ペース又は第２のサブグループ１１０４における自由度“１２”である。従って、｛Ｘｉ

｝は、いずれのブロック又はサブグループが選択されたかを示し、｛Ｙｉ｝は、ブロック
内における所在場所を示し、このことは、別個のコーディング方式を組み合わせて情報を
送信することができるにもかかわらず独立したコーディングを考慮する。パーティショニ
ングは、示されて説明されるパーティショニングと異なる形で実行できることが注目され
るべきである。
【００５８】
　再度図５に関して、メモリ５１２は、ビーコン信号内の情報を符号化するために動作可
能な形で送信元５０２に結合することができる。メモリ５１２は、ブロードキャスト情報
ビットの第１の部分組及びブロードキャスト情報ビット第２の部分組を例えば予め決めら
れた方法で生成することに関連する情報を格納すること及び／又は命令を保持することが
できる。メモリ５１２は、一組の帯域幅自由度を２つ以上の部分組にパーティショニング
することに関連する情報をさらに格納することができる。メモリ５１２によって格納され
たさらなる情報は、いずれの部分組を用いるかを決定することに関連することができ、第
１の部分組のブロードキャスト情報ビットの関数であることができる。さらに、メモリ５
１２は、部分組内の１つ以上の帯域幅自由度を選択することに関連する情報を格納するこ
とができ、第２の部分組のブロードキャスト情報ビットの関数であることができる。
【００５９】
　メモリ５１２は、選択された１つ以上の帯域幅を伝送又は送信するための命令をさらに
保持することができる。第１の及び少なくとも第２の部分組の情報は、より低いエネルギ
ーで送信することができるその他の情報と比較して高エネルギーで送信することができる
。第１及び第２の部分組は、ブロードキャスト情報ビットの組と互いに素な部分組である
ことができる。サブジェクト（ｓｕｂｊｅｃｔ）は、互いに素であることができる。幾つ
かの側面により、送信された情報は、ピア・ツー・ピア通信に関連させることができる。
メモリ５１２によって格納可能なその他の情報は、周期性であることができ、又は第１の
ストリーム｛ｂ１｝のシーケンス｛ｂ１｝及び／又は第２の情報ビットストリーム｛ｃ１
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｝を繰り返す頻度であることができる。
【００６０】
　幾つかの側面により、メモリ５１２は、その他のビーコン信号を送信するために用いら
れる平均送信電力よりもＸｄＢ高い各々の選択された帯域幅自由度における電力でビーコ
ン信号を送信するための命令を保持することができる。Ｘは、少なくとも１０ｄＢである
ことができる。メモリ５１２は、２つ以上の部分組の帯域幅自由度を予め決められた方法
で及びブロードキャスト情報ビットの組から独立してパーティショニングするための命令
をさらに保持することができる。
【００６１】
　代替として又は追加で、メモリ５１２は、第１の情報ストリームに関する第１の値を決
定すること及び第２の情報ストリームに関する第２の値を決定することに関連する命令を
保持することができる。前記決定は、独立して行うことができる。第２の値は、第１の値
のタイミングシーケンスと異なる間隔で繰り返すことができるタイミングシーケンスを提
供することができる。さらなる命令は、第１及び第２の値を結合して合成値を生成するこ
と及び波形を前記合成値の関数として送信することに関連することができる。波形は、高
エネルギービーコン信号を含むことができ、１つの自由度当たりのビーコン信号の送信電
力は、その他の送信された信号の送信電力よりも約１０ｄＢ（又はそれ以上）高い。
【００６２】
　代替として又は追加で、メモリ５１２は、独立して行うことができる第１のコーディン
グ方式｛ｂ１｝を決定すること、及び第２のコーディング方式｛ｃ１｝を決定することに
関連する情報を格納すること及び／又は命令を保持することができる。第２のコーディン
グ方式｛ｃ１｝は、第１のコーディング方式｛ｂ１｝のタイミングシーケンスと異なる間
隔で繰り返すことができるタイミングシーケンスを提供することができる。メモリ５１２
は、単一のビーコン信号バーストにおいてモバイルデバイスに送信するために第１のコー
ディング方式｛ｂｉ｝及び第２のコーディング方式（ｃｉ）を結合することに関連する命
令をさらに保持することができる。単一のビーコン信号バーストは、その他の信号バース
トと比較して高エネルギーで送信することができる。メモリ５１２は、第１のコーディン
グ方式｛ｂｉ｝から信号｛Ｘｉ｝を生成し、第２のコーディング方式｛ｃｉ｝から｛Ｙｉ

｝ビットのシーケンスを生成するための命令を保持することができる。幾つかの側面によ
り、メモリ５１２は、第１のコーディング方式｛ｂｉ｝及び第２のコーディング方式｛ｃ

ｉ｝の結合から値Ｚｉを生成するための命令を保持することができ、Ｚｉは、スペースを
占めるブロードキャスト信号を表す。
【００６３】
　幾つかの側面により、メモリ５１２は、情報を送信する一部分の時間シンボルにおける
一部分の周波数トーンを選択的に用いることに関連する情報を格納する及び／又は命令を
保持することができる。例えば、メモリ５１２は、周波数トーン及び時間シンボルを表す
ブロックを２つ以上のサブグループに分離することに関連する命令を保持することもでき
る。２つ以上の部分組は、第１の情報ストリームを表すことができる。メモリ５１２は、
ミクロブロック又は第２の情報ストリームを表す１つの時間シンボルにおける少なくとも
１つの周波数トーンにサブグループを分割することに関連する命令を保持することもでき
る。第１の情報ストリームの変更は、第２の情報ストリームを変更せず、逆も同様である
。さらに、第１の情報ストリーム及び第２の情報ストリームに基づくマッピングは、周波
数及び時間に関して互いに排他的である。さらに、メモリ５１２は、２つ以上のサブグル
ープのうちの１つを第１の情報ストリームの関数として選択すること及び信号を送信する
ミクロブロックを第２の情報ストリームの関数として選択することに関連する命令を保持
することができる。メモリ５１２は、両方の情報ストリームを含む高エネルギー信号を送
信する前に第１の情報ストリーム及び第２の情報ストリームを結合するための命令をさら
に保持することができる。
【００６４】
　プロセッサ５１４は、ブロードキャスト情報を更新すること及び検証することに関連す
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る情報の解析を容易にするために動作可能な形で送信元５０２（及び／又はメモリ５１２
）に結合することができ及び／又はメモリ５１２内に保持される命令を実行するように構
成することができる。プロセッサ５１４は、送信元５０２から通信される情報を解析する
こと及び／又は第１の情報方式生成器５０６、第２の情報ストリーム生成器５０８及び／
又は情報方式結合器５１０によって利用できる情報を生成することを専用とするプロセッ
サであることができる。さらに加えて又は代替として、プロセッサ５１４は、システム５
００の１つ以上の構成要素を制御するプロセッサ、及び／又は情報を解析し、情報を生成
し及び／又はシステム５００の１つ以上の構成要素を制御するプロセッサであることがで
きる。
【００６５】
　次に図１１に関して、ブロードキャスト信号に含まれる部分組の情報を解釈することを
容易にするシステム１１００が示される。システム１１００は、情報ストリームを結合さ
れたフォーマットで受信し、前記結合を意図される受信先によって受信されるのと実質的
に同時に解読するように構成することができる。システムには、情報を送信する送信元１
１０２と、所定の受信先であることができる受信先１１０４と、を含むことができる。シ
ステム１１００は、より多くの送信元１１０２と受信先１１０４とを含むことができるが
、説明を単純化することを目的として各々１つのみが例示されることが理解されるべきで
ある。
【００６６】
　送信元１１０２は、互いに独立している少なくとも２つのストリームの情報（例えば、
結合Ｚｉ）を含む情報を送信するように構成することができる。例えば、第１のストリー
ムの情報は、システム１１００の基本構成と関連することができ、第２の組の情報は、ハ
ンドオフに関連することができる。基本構成情報に関連するさらなる情報が以下において
提供される。
【００６７】
　受信先１１０４は、１つ以上の情報ストリーム又は数ビットの情報（例えば、Ｚｉ）を
含む情報を受信するように構成することができる情報ストリーム入手器１１０６を含むこ
とができる。例えば、情報ストリームは、｛Ｘｉ｝として表すことができる第１のストリ
ームの情報、例えば｛ｂ１｝、及び｛Ｙｉ｝として表すことができる第２のストリームの
情報、例えば｛ｃ１｝、を含むことができる。ブロードキャスト情報が入手されるのと実
質的に同時に、第１の情報ストリーム解析器１１０８及び第２の情報ストリーム解釈器１
１１０は、ブロードキャスト情報を評価して副構成要素（例えば、第１の情報ストリーム
、第２の情報ストリーム、｛Ｘｉ｝、｛Ｙｉ｝等）に分割することができる。ブロードキ
ャスト信号を復号することの表現例が図１２において提供される。
【００６８】
　さらに詳細に説明すると、第１の情報ストリーム解析器１１０８は、｛Ｘｉ｝として表
すことができる｛ｂ１｝に関連するストリームを導き出すように構成することができる。
情報ストリームから｛Ｘｉ｝を抽出するために、独立したコーディングは、以下の式を用
いてストリームを解析することを含むことができ、ここで、Ｌは、自由度数である。
【数２】

【００６９】
　第２の情報ストリーム解釈器１１１０は、｛Ｙｉ｝として表される情報ビット｛ｃｉ｝
をストリーム情報から抽出するように構成することができる。該抽出は、以下の式を利用
することができる。
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【数３】

【００７０】
　従って、受信先１１０４は、Ｚｉを受け入れ、Ｚｉを副構成要素｛Ｘｉ｝及び｛Ｙｉ｝
に分割するように構成することができる。さらに、受信先１１０４は、｛Ｘｉ｝を解析し
て｛ｂｉ｝を復号し、｛Ｙｉ｝を解析して｛ｃｉ｝を復号するように構成することができ
る。従って、１方の部分（例えば、｛ｂｉ｝）のみに関する符号化が変更されても、第２
の部分（例えば、｛ｃｉ｝）に関する符号化には影響を及ぼさない。同様に、１方の部分
（例えば、｛ｂｉ｝）に関する復号が変更されても、他方の部分（例えば、｛ｃｉ｝）に
は影響を及ぼさない。　
　ブロードキャスト情報の部分組に含まれる情報は、システム１１００にアクセスする能
力を受信先１１０４に提供するためにシステム１１００の基本構成に関連させることがで
きる。前記部分組には、システムタイミング情報、スペクトル割り当て情報、送信電力情
報、サービス情報、通信技術情報、システムバージョン（互換性）情報、スペクトル帯域
情報、サービスオペレータ情報、システムローディング情報、等のうちの１つ以上（又は
その組合せ）を含めることができる。
【００７１】
　システムタイミング情報は、(モバイルデバイスであることができる）受信先１１０４
に現在の時間を通信する。この時間情報は、基本となる無線通信システムに特有の時間単
位を用いて測定することができる。例えば、時間単位は、システム１１００の送信シンボ
ル期間の関数であることができる。時間情報は、共通して用いられる時間単位（例えば、
秒、ミリ秒、等）を用いて与えることも可能である。この場合は、時間は、基本となる無
線通信システム１１００に特有でない通常の年月日時分秒情報によって与えることができ
る。
【００７２】
　スペクトル割り当て情報は、割り当てが周波数分割多重（ＦＤＤ）システム、時分割多
重（ＴＴＤ）システム又は他の型の割り当てであるかどうかを示すことができる。さらに
、スペクトル割り当て情報は、ＦＤＤシステムにおける指定された搬送波の周波数及び／
又は指定されたダウンリンク搬送波とアップリンク搬送波との間の周波数距離を含むこと
ができる。
【００７３】
　送信電力情報は、（基地局であることができる）送信元１１０２の現在の送信電力及び
／又は最大送信電力能力を含むことができる。サービス情報は、現在のスペクトル帯域に
おいて提供されるサービスの型（例えば、伝統的なセルラーサービス、ピア・ツー・ピア
アドホックネットワークサービス、認識無線サービス、等）を含むことができる。通信技
術情報は、現在のスペクトル帯域（例えば、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、直交周波数
分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）、グローバル移動通信システム（ＧＳＭ）、等）において用
いられるエアインタフェース技術に関連する情報を含むことができる。
【００７４】
　システムバージョン（互換性）情報は、販売業者の識別子、ソフトウェアリリースバー
ジョン番号及び／又はソフトウェアバージョンに関連するその他の情報を含むことができ
る。バージョン情報は、送信元１１０２と受信先１１０４との間における適合性を決定す
るために用いることができる。
【００７５】
　スペクトル帯域に関連する情報は、地理的地域においてサービスを提供することができ
るその他のスペクトル帯域を識別することができる。サービスオペレータ（及び送信元１
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１０２）に関する情報は、サービスオペレータの名前と、送信元１１０２の地理上の位置
と、その他の情報と、を含むことができる。
【００７６】
　さらに加えて又は代替として、第１の部分組は、その他の時間とともに変化する情報、
例えば、現在のスペクトル帯域及び／又はその他のスペクトル帯域のローディング情報、
を含むこともできる。ローディング情報は、トラフィックチャネルの帯域幅及び／又は電
力を利用することによって測定できるトラフィックチャネルのローディングを含むことが
できる。さらに、システム１１００内に現在存在するアクティブなモバイルデバイス数に
よって測定できるＭＡＣ状態のローディングも含むことができる。ローディング情報は、
アクセスチャネルのローディングに関連することもでき、優先度が優先度しきい値を超え
る受信先１１０４のみが送信元１１０２にアクセスできるようにするための優先度しきい
値として表すことができる。ローディング情報は、所定の送信元１１０２に関して経時で
変化することができる。
【００７７】
　幾つかの側面により、第１の部分組のブロードキャスト情報は、近隣のサービス基地局
に関連するシステム情報を含むことができる。例えば、送信元１１０２は、受信先１１０
４がその受信先１１０４にとってより魅力的なサービスを提供することができる隣接基地
局に同調することができるように前記隣接基地局によって提供される利用可能なサービス
をアドバタイズすることができる。さらに加えて又は代替として、送信元１１０２は、隣
接基地局のローディング情報をブロードキャストすることができる。
【００７８】
　メモリ１１１２は、受信先１１０２に動作可能な形で結合することができ、通信におい
て受信された情報を解読すること及び／又は受信された通信を情報の副構成要素に分割す
ることに関連する情報を格納する及び／又は命令を保持することができる。メモリ１１１
２は、各副構成要素内に含まれる情報に関連する情報を格納することができる。
【００７９】
　幾つかの側面により、メモリ１１１２は、ビーコン信号において受信された情報を選択
的に復号することに関連する命令を保持することができる。命令は、その他の受信された
ビーコン信号と比較して高エネルギーで送信されるビーコン信号として識別することがで
きるビーコン信号を受信することを含むことができる。ビーコン信号は、１つ以上の帯域
幅自由度を含むことができる。命令は、いずれの帯域幅自由度が部分組の自由度から受信
されたかを決定することと、少なくとも２つの部分組からのいずれの部分組が受信された
かを決定すること、とをさらに含むことができる。メモリ１１１２は、ビーコン信号に含
まれる２つ以上の部分組の情報から一組の帯域幅自由度を再構築することに関連する命令
をさらに保持することができ、部分組は、互いに素である（ｄｉｓｊｏｉｎｔ）ことがで
きる。第１の部分組内の情報は、ピア・ツー・ピア通信に関連することができ、又はその
他の情報に関連することができる。メモリ１１１２は、ビーコン信号を、その他の信号を
送信するために用いられる平均送信電力よりもＸｄＢ高い各々の選択された帯域幅自由度
における電力を有する状態で受信されるとして識別することに関連する命令をさらに保持
することができる。Ｘは、少なくとも１０ｄＢである。
【００８０】
　さらに、メモリ１１１２は、情報信号が受信された一部分の周波数及び一部分の時間を
選択的に決定することに関連する命令を保持することができる。命令は、一組の時間シン
ボルにおける一組の周波数トーンを含む信号を受信することと、信号が受信されたミクロ
ブロックを確認することと、ミクロブロックを含むサブグループを決定することと、少な
くとも２つのサブグループを含むブロックを識別すること、とを含むことができる。サブ
グループは、第１の情報ストリームの関数として選択しておくことができ、ミクロブロッ
クは、第２の情報ストリームの関数として選択しておくことができる。第１の情報ストリ
ーム及び第２の情報に基づくマッピングは、周波数及び時間に関して互いに排他的である
。すなわち、第１の情報ストリームの変更は、第２の情報ストリームを変更させず、逆も
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同様である。命令は、式Ｘ^
ｉ＝ｆｌｏｏｒ（Ｚｉ／Ｌ）を利用して第１の情報ストリー

ムを解析することにさらに関連することができる。さらに、命令は、式Ｙ^
ｉ＝ｍｏｄ（

Ｚｉ／Ｌ）を利用して第２の情報ストリームを解析することに関連することができる。
【００８１】
　さらに加えて又は代替として、メモリ１１１２は、高エネルギービーコン信号を含む波
形を受信することに関連する命令を保持することができる。波形は、第１の値及び第２の
値を表す合成値の関数であることができる。メモリ１１１２は、第１の値を独立して復号
して第１の部分組の情報を入手すること及び第２の値を独立して復号して第２の部分組の
情報を入手することに関連する情報をさらに保持することができる。第２の値は、第１の
値のタイミングシーケンスと異なる間隔で繰り返すことができるタイミングシーケンスを
提供することができる。波形を受信することは、ビーコン信号バーストを、その他の受信
されたビーコン信号バーストと比較して高エネルギーで受信されるとして識別することを
含むことができる。
【００８２】
　幾つかの側面により、システム１１１０は、ビーコン信号において受信された情報を選
択的に復号することができる。メモリ１１１２は、第１のコーディング方式｛ｂｉ｝及び
第２のコーディング方式｛ｃｉ｝を含む単一のビーコン信号バーストを受信することに関
連する命令を保持することができる。単一のビーコン信号バーストは、その他の受信され
たビーコン信号バーストと比較して高エネルギーで受信することができるため識別可能で
ある。単一のビーコン信号バーストは、第１のコーディング方式｛ｂｉ｝及び第２のコー
ディング方式｛ｃｉ｝の結合である値Ｚｉを含むことができ、Ｚｉは、スペースを占める
ブロードキャスト信号を表す。第１のコーディング方式｛ｂｉ｝は、復号して第１の部分
組の情報を入手することができ、第２のコーディング方式｛ｃｉ｝は、復号して第２の部
分組の情報を入手することができる。第１のコーディング方式｛ｂｉ｝の復号及び第２の
コーディング方式｛ｃｉ｝の復号は、独立して行うことができる。第２のコーディング方
式｛ｃｉ｝は、第１のコーディング方式｛ｂｉ｝のタイミングシーケンスと異なる間隔で
繰り返すことができるタイミングシーケンスを有することができる。メモリ１１１２は、
第１のコーディング方式｛ｂｉ｝からの信号｛Ｘｉ｝を解釈すること及び第２のコーディ
ング方式｛ｃｉ｝からの｛Ｙｉ｝ビットのシーケンスを解釈することに関連する命令をさ
らに保持することができる。
【００８３】
　プロセッサ１１１４は、受信された情報の解析を容易にするために受信先１１０４（及
び／又はメモリ１１１２）に動作可能な形で接続することができ及び／又はメモリ１１１
２内に保持された命令を実行するように構成することができる。プロセッサ１１１４は、
送信元１１０２から受信された情報を解析すること及び／又は情報ストリーム入手器１１
０６、第１の情報ストリーム解析器１１０８及び／又は第２のコーディング方式解釈器１
１１０によって利用できる情報を生成することを専用とするプロセッサであることができ
る。さらに加えて又は代替として、プロセッサ１１１４は、システム１１００の１つ以上
の構成要素を制御するプロセッサ、及び／又は情報解析し、情報を生成し及び／又はシス
テム１１００の１つ以上の構成要素を制御するプロセッサであることができる。
【００８４】
　図１３は、第２の部分組のブロードキャスト情報が相対的に短いブロードキャスティン
グサイクル時間で繰り返しブロードキャストされるときのビーコン信号例を示す。水平線
１３０２は時間を表し、垂直線１３０４は周波数を表す。この例においては、ビーコンバ
ースト内において、自由度は、２つの帯域幅部分組、すなわち、インデックス（例えば、
｛Ｘｉ｝）“０”を有する部分組１３０６及びインデックス（例えば、｛Ｘｉ｝）“１”
を有する部分組１３０８に分割される。この例における各帯域幅部分組１３０６、１３０
８は、８つのトーンシンボルを含み、相対インデックス（例えば、｛Ｙｉ｝は、上から下
に向かって０、１、．．．７である。
【００８５】
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　第２の部分組１３０８に対応する第２の情報ビットシーケンスは、固定された有限の一
組のビットを含み、これらの一組のビットは、３つの連続するビーコンバーストにおいて
繰り返し送信される。例えば、第２の情報ビットシーケンスは、３つの相対インデックス
（例えば、｛Ｙｉ｝）ｒ１、ｒ２及びｒ３を決定する。ビーコンバースト１３１０では、
１３１２において示されるように、ｒ１が、ビーコンシンボルの相対インデックス（例に
おいては相対インデックス＝３）を決定するために用いられる。ビーコンバースト１３１
４では、１３１６において示されるように、ｒ２が、ビーコンシンボルの相対インデック
ス（例においては相対インデックス＝５）を決定するために用いられる。ビーコンバース
ト１３１８では、１３２０において示されるように、ｒ３が、ビーコンシンボルの相対イ
ンデックス（例においては相対インデックス＝６）を決定するために用いられる。このパ
ターンは、経時で繰り返し、ビーコンバースト１３２２では、１３２４において示される
ように、ｒ１が、ビーコンシンボルの相対インデックス（例においては相対インデックス
＝３）を決定するために用いられる。ビーコンバースト１３２６では、１３２８において
示されるように、ｒ２が、ビーコンシンボルの相対インデックス（例においては相対イン
デックス＝５）を決定するために用いられる。ビーコンバースト１３３０では、１３３２
において示されるように、ｒ３が、ビーコンシンボルの相対インデックス（例では相対イ
ンデックス＝６）を決定するために用いられ、以下同様である。
【００８６】
　他方、第１の部分組に対応する第１の情報ビットシーケンスは、より多くのビットを含
む。特に、第１の情報ビットシーケンスは、一連の帯域幅部分組インデックス（例えば、
｛Ｘｉ｝ｍ１、ｍ２、ｍ３、ｍ４、ｍ５、ｍ６、等を決定する。ビーコンバースト１３１
０では、ｍ１が、帯域幅部分組のインデックス（例では部分組インデックス＝０）を決定
するために用いられる。ビーコンバースト１３１４では、ｍ２が、帯域幅部分組のインデ
ックス（例では部分組インデックス＝０）を決定するために用いられる。ビーコンバース
ト１３１８では、ｍ３が、帯域幅部分組のインデックス（例では部分組インデックス＝１
）を決定するために用いられる。ビーコンバースト１３２２では、ｍ４が、帯域幅部分組
のインデックス（例では部分組インデックス＝１）を決定するために用いられる。ビーコ
ンバースト１３２６では、ｍ５が、帯域幅部分組のインデックス（例では部分組インデッ
クス＝０）を決定するために用いられる。ビーコンバースト１３３０では、ｍ６が、帯域
幅部分組のインデックス（例では部分組インデックス＝０）を決定するために用いられる
。相対インデックスｒ１、ｒ２、ｒ３は、短いブロードキャストティングサイクルで繰り
返す一方で、部分組インデックスｍ１、ｍ２、．．．、は、それよりもはるかに長いブロ
ードキャスティングサイクルで繰り返すことができ、又は完全には繰り返さない場合もあ
る。
【００８７】
　約１．２５ＭＨｚ帯域幅を用いるシステムの一例においては、全帯域幅が１１３のトー
ンに分割される。ビーコンバーストは、１つ又は２つのＯＦＤＭシンボル期間を含む。ビ
ーコンバーストでは、トーンは、２つ又は３つの帯域幅部分組に分割され、その各々は、
所定のＯＦＤＭシンボル期間においては３７のトーンシンボルを含む（例えば、Ｍ＝２又
は３、及びＫ＝３７）。相対インデックスは、１８の連続するビーコンバーストごとに繰
り返す。
【００８８】
　代替として、示されていないが、第１の部分組のブロードキャスト情報は、相対インデ
ックスとともに搬送され、第２の部分組のブロードキャスト情報は、帯域幅部分組インデ
ックスとともに搬送される。
【００８９】
　次に図１４に関して、開示された側面により実装されたブロードキャスト信号において
一組のブロードキャスト情報ビットを送信する方法例１４００が示される。説明を単純化
する目的上、この発明を実施するための最良の形態における方法は、一連の行為として示
される及び説明される一方で、幾つかの行為は、１つ以上の側面により、異なる順序で及
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び／又は本明細書において示される及び説明される行為と異なるその他の行為と同時並行
して生じることができるため、前記方法は、行為の順序によって制限されないことが理解
及び評価されるべきである。例えば、方法は、代替として例えば状態図におけるように一
連の相互に関連する状態又は事象として表すことが可能であることを当業者は理解及び評
価するであろう。さらに、例示されるすべての行為が、１つ以上の側面により方法を実装
するために要求されるわけではない。
【００９０】
　所定のビーコンバーストにおいては、ビーコンシンボルは、第１及び第２の部分組のブ
ロードキャスト情報を搬送するためにすべての利用可能な自由度のうちの１つの自由度を
用いる。選択された自由度は、帯域幅部分組のうちの１つに属する。所定のビーコンバー
ストにおいては、第１の部分組のブロードキャスト情報は、ビーコン信号がいずれの帯域
幅部分組（例えば、ブロック）を用いなければならないかを選択するために符号化され、
第２の部分組のブロードキャスト情報は、ビーコン信号が選択された帯域幅部分組内にお
いていずれの自由度を用いなければならないかを決定する。
【００９１】
　第１の部分組のブロードキャスト情報は、第１のシーケンスの情報ビットによって表す
ことができ、第２の部分組のブロードキャスト情報は、第２のシーケンスの情報ビットに
よって表すことができる。第１の部分組は、基本構成に関連させることができ、スペクト
ルの特定の帯域をどのように用いるかを決定するためにピア・ツー・ピア通信デバイスに
関するスペクトル構成情報を含むことができる。スペクトルの帯域は、ブロードキャスト
情報が送信される帯域と同じ又は異なることができる。スペクトル構成情報は、スペクト
ルの特定の帯域をピア・ツー・ピア通信に関して用いることができるかどうか、及び用い
ることができる場合はピア・ツー・ピア通信送信に関する電力バジェットをピア・ツー・
ピア通信デバイスに指示することができる。第２の部分組は、例えばハンドオフと関連さ
せることができる。幾つかの側面により、第２の部分組は、ピア・ツー・ピア通信に関連
する情報を含まない。情報ビットのシーケンスは、ブロードキャスト情報及びコーディン
グ保護のための一定の冗長ビット（例えば、パリティ検査ビット）を含むことができるこ
とが理解されるべきである。所定のビーコンバーストにおいては、第１の情報ビットシー
ケンスの一部分及び第２の情報ビットシーケンスの一部分を送信することができる。
【００９２】
　方法１４００は、予め決められた一組の帯域幅自由度を用いて一組のブロードキャスト
情報ビットの送信を容易にすることができ、１４０２において、ブロードキャスト情報ビ
ットの第１の部分組及びブロードキャスト情報ビットの第２の部分組を生成することから
開始する。ブロードキャスト情報ビットのこれらの２つの部分組は、多数のブロードキャ
スト情報ビットから生成することができ、予め決められた方法で生成することができる。
１４０４において、予め決められた一組の帯域幅自由度が２つ以上の部分組にパーティシ
ョニングされる。各部分組は、多数の帯域幅自由度を含むことができる。
【００９３】
　１４０６において、ブロードキャスト情報ビットの帯域幅自由度の少なくとも２つ以上
の部分組からの１つの部分組が、第１の部分組のブロードキャスト情報ビットの関数とし
て選択される。サブグループは、互いに隣接すること又は遠隔であることができる。幾つ
かの側面により、ブロードキャスト情報ビットの第１及び第２の部分組は、ブロードキャ
スト情報ビットの組の互いに素の部分組である。サブグループは、複数の部分組又は自由
度にパーティショニングすることができる。トーン内の各帯域幅自由度は、ＯＦＤＭシン
ボルであることができる。
【００９４】
　１４０８において、選択された部分組内の帯域幅自由度のうちの少なくとも１つは、第
２の部分組のブロードキャスト情報ビットの関数として選択される。ビーコン信号は、１
４０８において、選択された部分組の帯域幅自由度中に送信される。幾つかの側面により
、ビーコン信号は、その他の信号と実質的に同時に送信することができる。例えば、ビー
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コン信号は、その他の信号に重ね合わせることができる。ビーコンシンボルは、その他の
ビーコンシンボルと比較して高いエネルギーで送信することができる。ビーコン信号は、
適時で生じるブロックのシーケンスを具備することができる。
【００９５】
　幾つかの側面により、ブロードキャスト情報ビットの２つ以上の部分組のうちの少なく
とも１つの部分組は、無線デバイスが他の無線デバイスと直接通信するピア・ツー・ピア
通信に関して無線デバイスによって受信される制御情報を含む。制御情報は、周波数帯域
所在場所情報、ピア・ツー・ピア通信が周波数帯域において許容されるかどうか、ピア・
ツー・ピア通信に関して無線デバイスによって用いられる最大送信電力を制御する制御パ
ラメータ、又はその組合せのうちの１つ以上を含むことができる。
【００９６】
　１４０２において２つ以上の帯域幅部分組のうちのいずれの１つを使用するかを決定す
ること、及び１４０４において選択された帯域幅部分組内のいずれの自由度がビーコンシ
ンボルを送信するかを決定することは、独立して行うことができる。例示する目的上、制
限することなしに、所定のビーコンバースト内の利用可能なトーンシンボルは、絶対イン
デックスａ＝０、１、．．．、Ｎ－１の数字が付され、ここで、Ｎは、利用可能なトーン
シンボルの総数を表す整数である。各帯域幅部分組において、トーンシンボルは相対イン
デックスｒ＝０、１、．．．、Ｋの数字が付され、ここで、Ｋは、各帯域幅部分組内のト
ーンシンボル数を表す整数である。この例においては、各帯域幅部分組内のトーンシンボ
ル数は同じである。さらに、各帯域幅部分組の第１のトーンシンボル（例えば、相対イン
デックスが０に等しいトーンシンボル）の絶対インデックスは、ｓ＝ｓ０、ｓ１、．．．
、ｓＭ－１によって与えられ、ここで、Ｍは、帯域幅部分組数を表す整数である。従って
、所定のトーンシンボルに関して、絶対インデックス（ａ）は、トーンシンボルが属する
帯域幅部分組のインデックス（ｍ）に関連し、相対インデックス（ｒ）は以下のとおりで
ある。
【００９７】
　　　　　　　 ａ＝ｓｍ＋ｒ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　式４　
　１４０２において、帯域幅部分組のインデックス（ｍ）は、第１の部分組のブロードキ
ャスト情報の情報シーケンスによって決定することができる。１４０４において、相対イ
ンデックス（ｒ）は、第２の部分組のブロードキャスト情報の情報シーケンスによって決
定することができる。１４０２におけるｍの決定、及び１４０４におけるｒの決定は、独
立して行うことができる点が注目されるべきである。ｍ及びｒから、１４０８において、
ビーコンシンボルに関する絶対インデックス（ａ）が計算される。ｍを決定するために情
報シーケンスの異なる部分が用いられるため、ビーコンバーストごとに、ビーコンシンボ
ルは異なる帯域幅部分組を用いることができる。
【００９８】
　第１及び第２の部分組のブロードキャスト情報の符号化及び復号は、開示される側面に
より独立して行うことができる。例えば、第１の部分組のブロードキャスト情報の符号化
方式が変更されるときに、第２の部分組のブロードキャスト情報の符号化及び復号には影
響がなく、逆も同様である。さらに、ｍは経時で変化するため、ビーコンシンボルは、異
なる帯域幅部分組から発生し、それによってダイバーシティを増大させる。
【００９９】
　図１５は、様々な側面によりビーコンシンボルからの２つの部分組のブロードキャスト
情報を復号する方法例１５００を示す。ビーコンシンボルは、適時で発生するブロックの
シーケンスを具備することができる。方法１５００が開始し、１５０２において、ビーコ
ンバーストの期間内に信号が受信される。信号は、その他の受信された信号と比較して高
エネルギーで受信することができる。さらに、信号は、その他の信号と実質的に同時に受
信することができる。ビーコンシンボルが送信された自由度は、信号の受信と実質的に同
時に決定することができる。自由度を決定するために、ビーコンシンボルの自由度当たり



(23) JP 5237288 B2 2013.7.17

10

20

30

40

50

の送信電力は平均よりもはるかに高いという事実が利用される。
【０１００】
　１５０４において、ビーコンシンボルが予め決められた複数の帯域幅部分組のうちのい
ずれの１つに属するか（例えばビーコンシンボルが受信された帯域幅部分組）が決定され
る。１５０６において、ビーコンシンボルが受信される選択された帯域幅部分組内の自由
度が決定される。１５０４及び１５０６の結果は、第１及び第２の部分組のブロードキャ
スト情報をそれぞれ再構築するために用いることができる。第１の部分組は、基本構成に
関連させることができ、第２の部分組は、ハンドオフに関連させることができる。
【０１０１】
　１５０４において、ビーコンシンボルが予め決められた複数の帯域幅部分組のうちのい
ずれの１つに属するかを決定すること、及び１５０６において、ビーコンシンボルが送信
される選択された帯域幅部分組内の自由度を決定することは、独立して行うことができる
。図１４の例を続けると、受信されたビーコンシンボルの絶対インデックス（ａ）が検出
される。この例においては帯域幅部分組は互いに素であるため、インデックスｍ及びｒは
、ａから一意で導き出すことができる。帯域幅部分組が予め決められた時点で、ｍの決定
は、絶対インデックス（ａ）がいずれの帯域幅部分組に属するかに依存し、従って、ｒの
決定から独立している。
【０１０２】
　図１６は、基地局を動作させる方法例１６００を示す。方法１６００が開始し、１６０
２において、第１の値が第１の情報ストリームに割り当てられる。第１の情報ストリーム
は、第１の部分組のブロードキャスト情報を表すことができる。第１の値を第１の情報ス
トリームに割り当てることは、多数の情報ビット｛ｃｉ｝の各々をコーディングすること
と、｛ｃｉ｝からビット｛Ｙｉ｝のシーケンスを決定すること、とを具備することができ
、｛Ｙｉ｝は、単一のビットを表す。｛Ｙｉ｝ビットのシーケンスは、周期性に基づくこ
とができる。
【０１０３】
　１６０４において、第２の値が第２の情報ストリームに割り当てられる。第２の情報ス
トリームは、第２の部分組のブロードキャスト情報を表すことができる。第２の情報スト
リームの値を割り当てることは、情報ビット｛ｂｉ｝をコーディングすることと、｛ｂｉ

｝から信号｛Ｘｉ｝を生成すること、とを具備することができる。信号｛Ｘｉ｝は、｛Ｙ

ｉ｝ビットのシーケンスの周期性から独立している周期性を有することができる。
【０１０４】
　第１の情報ストリーム及び第２の情報ストリームは、１６０６において結合することが
できる。この結合は、希望される場合は両方の情報ストリームを実質的に同時に送信する
ことを可能にする。しかしながら、各ストリームに関する値は異なっており、独立して導
き出される。第１及び第２の情報ストリームを結合することは、式Ｚｉ＝｛Ｘｉ｝＊（Ｑ
＋１）＋｛Ｙｉ｝を用いて計算することができる。この式においては、｛Ｙｉ｝は、第１
の情報ストリームに割り当てられた第１の値を表し、｛Ｘｉ｝は、第２の情報ストリーム
に割り当てられた第２の値を表し、Ｑは、第１の情報ストリームの最大値を表す。結合さ
れた情報ストリームは、第１の情報ストリームのスペース及び第２の情報ストリームのス
ペースよりも大きいスペースを占めるブロードキャスト信号を生成することができる。
【０１０５】
　結合された値又は合成値は、１６０８において、合成値を生成する。１６１０において
、合成値の関数として波形が送信される。波形は、高エネルギービーコン信号を含むこと
ができる。自由度当たりのビーコンシンボルの送信電力は、その他の信号が送信される送
信電力よりも少なくとも１０ｄＢ高いことができる。波形は、小さい自由度を占めること
ができる。意図される受信先は、波形を受信すること及び合成値を副構成要素（例えば、
第１の情報ストリーム及び第２の情報ストリーム）に分離することができる。図１７は、
通信において受信された波形の解釈を容易にする方法例１７００を示す。波形表現は、上
図を参照して説明された方法１６００を利用した送信元から受信することができる。
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【０１０６】
　方法１７００が開始し、１７０２において、波形内に含まれる高エネルギービーコン信
号が受信される。受信された信号は、第１の値及び第２の値の結合を含むことができる。
第１の値及び第２の値の結合は、第１の情報ストリームのスペース及び第２の情報ストリ
ームのスペースよりも大きいスペースを占めるブロードキャスト信号を具備する。信号は
、高エネルギーで受信することができ及び／又は小さい自由度を占めることができる。さ
らに加えて又は代替として、信号は、その他の信号と実質的に同時に受信することができ
る。
【０１０７】
　波形を受信するのと実質的に同時に、波形は、構文解析されて少なくとも２つの副構成
要素又は値に分離される。１７０４において、第１の情報ストリームの第１の値が識別さ
れ、１７０６において、第２の情報ストリームの第２の値が決定される。第１の情報スト
リームは、第１の部分組のブロードキャスト情報を表すことができ、第２の情報ストリー
ムは、第２の部分組のブロードキャスト情報を表すことができる。これらのストリームの
識別及び決定は、独立して及びあらゆる順序で行うことができる。従って、ストリームの
符号化及び／又は復号が変更された場合でも、他方のストリームの符号化及び／又は復号
には影響を及ぼさない。
【０１０８】
　第１の値を第１の情報ストリームとして解釈することは、｛ｃｉ｝に含まれるビット｛
Ｙｉ｝のシーケンスを決定することであって、｛Ｙｉ｝は単一のビットを表すことと、多
数の情報ビット｛ｃｉ｝の各々を復号すること、とを含むことができる。第２の値を第２
の情報ストリームとして解釈することは、｛ｂ１｝に含まれるＸｉの関数である信号を受
信することと、情報ビット｛ｂ１｝を復号すること、とを含むことができる。
【０１０９】
　幾つかの側面により、第１の値を解釈することは、｛Ｙｉ｝ビットのシーケンスを復号
することを具備し、第２の値を解釈することは、信号｛Ｘｉ｝を復号することを具備する
。信号｛Ｘｉ｝は、｛Ｙｉ｝ビットのシーケンスの周期性から独立した周期性を有する。
【０１１０】
　図１８は、情報を送信するために一組の時間シンボルにおける一組の周波数トーンを用
いる方法例１８００を示す。単一の送信中に異なる部分組の情報を送信するのを希望する
ことができる。異なる部分組の情報は、情報（例えば、システムパラメータ情報、ハンド
オフ情報、等）が受信先に該当するかに依存して同じ又は異なる受信先を対象にすること
ができる。方法１８００は、送信された情報の１つ以上の副構成要素を情報のその他の副
構成要素に影響を与えずに修正するのを可能にする。
【０１１１】
　１８０２において、少なくとも幾つかの周波数トーン及び幾つかの時間シンボルは、ブ
ロックとして指定される。ブロックは、一組の時間シンボルにおける一組の周波数トーン
を具備することができる。このブロックは、情報が送信される期間を表すことができ、経
時で繰り返すことができる。ブロックは、１８０４において、２つ以上のサブグループに
パーティショニングすることができる。各サブグループは、部分組の時間シンボルにおけ
る部分組の周波数トーンを含むことができる。サブグループは、第１の情報ストリーム（
例えば、｛ｂ１｝）を表すことができる。サブグループは、互いに隣接すること又は互い
に離れていることができる。１８０６において、２つ以上のサブグループは、ミクロブロ
ックに分割される。各ミクロブロックは、１つの時間シンボルにおける少なくとも１つの
周波数トーンを含むことができる。各ミクロブロックは、第２のストリームの情報（例え
ば、｛ｃ１｝）を表すことができる。ミクロブロックは、等しい間隔である必要がない。
マッピングは、第１及び第２の情報ストリームに基づくことができ、周波数及び時間に関
して互いに排他的であることができる。すなわち、情報ストリームを変更することは、他
方の情報ストリームに対して影響を及ぼさない。従って、周波数又は第１の副構成要素（
例えばサブグループ）を変化させることは、タイミング（例えばマクロブロック）又は第
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２の副構成要素を変化させない。
【０１１２】
　１８０８において、２つ以上のサブグループのうちの１つのサブグループ内のミクロブ
ロックのうちの１つ（例えば自由度）が情報送信に関して選択される。サブグループの選
択及びマクロブロックの選択は、送信された情報に含まれる情報を表す。サブグループは
、第１の情報ストリームの関数として選択することができ、ミクロブロックは、第２の情
報ストリームの関数として選択することができる。選択されたミクロブロックにおいては
、情報は、選択されないミクロブロックと比較して高いエネルギーで送信される。
【０１１３】
　図１９は、一組の時間シンボルにおける一組の周波数トーンを意味する受信信号の解釈
に関する方法例１９００を示す。１９０２において、ブロードキャスト情報が受信される
。このブロードキャスト情報は、ブロックから選択されたミクロブロックにおいて受信す
ることができ、ミクロブロックは、１つの時間シンボルにおける１つ以上の周波数トーン
を具備することができる。ブロードキャスト情報は、単一の信号（例えばミクロブロック
）を送信するために結合された２つ以上の部分組の情報を含むことができる。信号内にお
ける情報の所在場所は、受信された信号を完全に評価するために情報の受信先によって復
号されるべき情報を表す。情報を復号することは、１９０４において、ミクロブロックが
属するサブグループを少なくとも２つのサブグループからを決定することと、１９０６に
おいて、サブグループを含むブロックを識別すること、とを含む。ブロックは、一組の時
間シンボルにおける一組の周波数トーンを含むことができる。サブグループは、第１の情
報ストリームの関数として表すこと又は選択することができ、ミクロブロックは、第２の
情報ストリームの関数として表すこと又は選択することができる。第１及び第２の情報ス
トリームに基づくマッピングは、周波数及び時間に関して互いに排他的である。サブグル
ープ及びミクロブロックの決定は、送信された情報に含まれる情報を搬送する。第１の情
報ストリームを復号することは、第２の情報ストリームの復号に影響を及ぼさずに行うこ
とができる。
【０１１４】
　幾つかの側面により、所定のビーコンバーストにおいて、ビーコンシンボルを送信する
ために用いられるいずれかの自由度が情報を搬送する。実際には、各ビーコンバーストは
、予め決められたアルファベットテーブル内の１つの要素に等しい値を有する情報シンボ
ルを送信する。ビーコンバーストにおけるビーコン信号に関してＫの自由度が利用可能で
あり、これらの自由度に０、１、．．．、Ｋ－１のインデックスが付されると仮定する。
一例においては、アルファベットテーブルは、０、１、．．．、Ｋ－１として与えられる
。すなわち、情報シンボルの値は、ビーコンシンボルによって用いられる自由度のインデ
ックスに等しい。この場合は、アルファベットテーブルの大きさは、Ｋに等しい。他の例
においては、アルファベットテーブルの大きさは、ビーコンバースト内の自由度数よりも
小さくすることができる。例えば、アルファベットテーブルは、０又は１として与えられ
る。すなわち、情報シンボルは、ビーコンシンボルによって用いられる自由度のインデッ
クスがｆｌｏｏｒ（Ｋ／２）よりも小さい場合に０に等しくすることができる。他の例に
おいては、アルファベットテーブルは、０及び１として与えられる。すなわち、情報シン
ボルは、ビーコンシンボルによって用いられる自由度のインデックスが偶数に等しい場合
は０に等しくすることができ、その他の場合は１に等しくすることができる。
【０１１５】
　アルファベットテーブルの大きさをＮとする。一例においては、単一のビーコンバース
ト内の情報シンボルは、固定された整数の数のブロードキャスト情報ビットを送信するた
めに用いることができる。例えば、Ｎ＝２の場合は、情報シンボルを用いて１ビットを送
信することができる。他の例においては、連続的であることができる予め決められた数の
情報シンボルを用いて固定された整数の数のブロードキャスト情報ビットを送信すること
ができる。例えば、Ｎ＝３の場合は、２つの情報シンボルが１つになって９つの異なる値
をシグナリングすることができる。これらの値のうちの８つは、３ビットを送信するため
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に用いることができ、最後の値は予約状態が維持される。従って、ビーコンバーストのシ
ーケンスは、１つのシーケンスのブロードキャスト情報ビットを搬送することができる。
【０１１６】
　幾つかの例により、ビーコンバーストは周期的に番号が付される。例えば、再度図２に
関して、ビーコンバースト２１４は０の番号が付される。ビーコンバースト２１６は、１
の番号が付され、ビーコンバースト２１８は２の番号が付される。次に、これらの番号が
繰り返す。すなわち、ビーコンバースト２２０は０の番号が付され、以下同様である。こ
の番号付与構造は、ビーコンバーストのシーケンス内において搬送されるビーコンシンボ
ルによってシグナリングすることができる。
【０１１７】
　例えば、アルファベットテーブルが０及び１として与えられる図２について検討する。
すなわち、情報シンボルは、ビーコンシンボルによって用いられる自由度のインデックス
がｆｌｏｏｒ（Ｋ／２）よりも小さい場合は０、その他の場合は１に等しくすることがで
き、ここで、Ｋは、自由度数である。実際上は、シグナリング方式は、自由度を２つの帯
域部分組、すなわち、インデックスがｆｌｏｏｒ（Ｋ／２）よりも小さい帯域幅部分組及
びインデックスがｆｌｏｏｒ（Ｋ／２）よりも大きいか又は等しい帯域幅部分組に分割す
る。ビーコンバーストにおいて、情報シンボルは、ビーコンシンボルに関していずれの帯
域幅部分組を用いるかを選択することによってシグナリングされる。他方、帯域幅部分組
を有する自由度は、相対インデックスを用いてインデキシングすることができ、各ビーコ
ンバーストにおいて相対インデックスをシグナリングすることができる。幾つかのビーコ
ンバーストの間隔において、番号付与構造を含む追加の情報を提供するために相対インデ
ックスのシーケンスを用いることができる。
【０１１８】
　番号付与構造は、実際には、同期化構造であり、予め決められた複数の情報シンボルを
用いて固定された整数の数のブロードキャスト情報ビットを送信することができる例にお
いて用いるべきである。その場合は、番号付与構造は、ブロードキャスト情報ビットを決
定するためにいずれの情報シンボルをいっしょに用いるべきかを決定するのに役立つ。例
えば、図２において、各ビーコンバースト内の情報シンボルのアルファベットサイズが３
であると仮定する。ビーコンバースト２１４及び２１６の情報シンボルは、共同で３ビッ
トをシグナリングすることができ、ビーコンバースト２１８及び２２０の情報シンボルは
、共同で他の３ビットをシグナリングすることができる。番号付与構造は、受信デバイス
が２１６及び２１８を１つのグループに分けることによる間違いをしないように２１４及
び２１６のグループ分けを識別するのに役立つ。
【０１１９】
　幾つかの側面により、番号付与構造は、経時で観測された情報シンボルのシーケンスか
ら単独で導き出すことができる。例えば、上例においては、情報シンボルのアルファベッ
トサイズは、３であり、従って、一対の情報シンボルは、９つの別個の値をシグナリング
することができる。これらの値のうちの８つは、３ビットをシグナリングするために用い
られ、最後の値は予約されるか又は用いられない。受信デバイスは、番号付与構造を導き
出すために上記の構造を“盲目的に”利用することができる。具体的には、受信デバイス
は、第１の番号付与構造を仮定し、（２１４、２１６）、（２１８，２２０）等の対を検
査することができ、これらの対のいずれも予約された値を有さず、それにより、受信デバ
イスは、仮定された番号付与構造が正確であると判断することができる。他方、受信デバ
イスは、第２の番号付与構造を仮定し、（２１６及び２１８）等の対を検査することがで
き、無作為に、幾つかの対は予約された値を有することが可能であり、それにより、受信
デバイスは、仮定された番号付与構造が不正確であると判断することができる。
【０１２０】
　一般的には、ブロードキャスト信号を利用して送信することができる２つ以上の情報ス
トリームが存在する。第１のストリームは、通常はほとんどのセルラーネットワークによ
って用いられ、幾つかのパラメータ、例えば、セル識別、セクター識別、送信電力、アク
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セス電力及びモバイルデバイスが基地局のアイデンティティを決定するのを援助するその
他の情報を含む。この第１のストリームは、モバイルデバイスがいつ基地局にアクセスす
べきか、いつハンドオフを行うべきか、等を決定するためにモバイルデバイスによって用
いられるパラメータを含む。
【０１２１】
　第２のストリーム又は型の情報は、セルラー及び非セルラーの両方のアプリケーション
をサポートするために用いられる情報であることができる。例えば、ライセンスが付与さ
れたスペクトルが存在するが、一定のモバイルデバイスが基地局を経るのを軽減するため
にアドホック通信を行うことができるピア・ツー・ピアネットワークを許容することが望
ましい場合もある。しかしながら、モバイルデバイスがこの型の通信をランダムに確立す
るのを許容することに関連する１つの難題は、サービスプロバイダが通信を確立するのが
望まれるスペクトルの所有権を有してない可能性があることである。例えば、デバイスが
登録されているサービスプロバイダは、東海岸ではスペクトルの所有権を有している場合
があるが、西海岸ではスペクトルの所有権を有していないことがある。西海岸でスペクト
ルを所有するサービスプロバイダは、登録されていないデバイスが自己のスペクトルにお
いて通信するのを望まない。従って、デバイスは、通信を確立させることができる前にロ
ーカルのサービスプロバイダからの情報が必要である。
【０１２２】
　他の例においては、今日では、未使用のスペクトルが存在している可能性があり、デバ
イスは、ピア・ツー・ピア通信を確立することができる。しかしながら、数年後には、イ
ンフラが構築される可能性があり、そのインフラ（例えばスペクトル）の所有者（例えば
サービスブロバイダ）はそのときはピア・ツー・ピア通信を許可しないであろう。従って
、サービスプロバイダは、スペクトルの使用方法に関連する制御を確立させることを希望
するであろう。従って、モバイルデバイスは、これらの所在場所における送信を開始する
前にこの情報を入手すべきである。
【０１２３】
　幾つかの側面により、第１のストリームはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）
情報に関して用いることができるため、スペクトルの使用方法に関連する情報は、漸進的
情報と呼ぶことができ、第２のストリーム内に入れることができる。漸進的情報は、それ
ほど緊急でないことがあり、モバイルデバイスがリッスンする時間が長いほど、受信され
る情報量が多くなる。
【０１２４】
　第１又は第２のストリームのいずれも、上述された２つの符号化方式のうちの１つによ
って符号化することができる。例えば、第１のストリームは、情報ビット｛ｂｉ｝として
符号化することができ、第２のストリームは、情報ビット｛ｃｉ｝として符号化すること
ができる。代替として、第２のストリームは、情報ビット｛ｂｉ｝として符号化すること
ができ、第１のストリームは、情報ビット｛ｃｉ｝として符号化することができる。
【０１２５】
　次に図２０に関して、タイミング（例えば、同期化）情報を含むブロードキャストメッ
セージ２０００の一部分が示される。時間は横軸２００２において示される。概念的には
、ブロードキャストメッセージ２０００は、情報ビット｛ｂｉ｝のストリームである。ブ
ロック２００４においてｂ１が送信され、ブロック２００６においてｂ２が送信され、ブ
ロック２００８においてｂ３が送信される。タイミング情報を搬送するため、ブロック２
００４、２００６、２００８は、受信デバイスがメッセージを適切なシーケンスで解釈す
るのを可能にするためのパターン（例えば、タイミングパターン）又は番号付与を有する
べきである。
【０１２６】
　例えば、ブロードキャストメッセージがブロックｂ１　２００４から始まる場合は、ブ
ロックｂ２　２００６においてブロードキャストすべき一定の事柄が存在することが可能
である。このことは、複数の方法、例えば｛ｃｉ｝を見つける、を通じて見つけることが



(28) JP 5237288 B2 2013.7.17

10

20

30

40

50

できる番号付与技法で行うことができ、ここで、｛ｃｉ｝は、線形でブロードキャストす
ることができる特定の周期性を有する。｛ｃｉ｝が復号され、周期性が見つかった時点で
、タイミング差に関して用いることができる。幾つかの側面により、｛ｃｉ｝において搬
送される情報は、番号付与技法を見つけるために用いることができる。
【０１２７】
　図２１に示される他の例においては、｛ｂｉ｝は、開始点を決定するために用いること
ができる。例えば、各回ごとに搬送される３つレベルが存在することができる。時間は、
横軸２１０２において表され、３つの情報ビット２１０４、２１０６、及び２１０８が存
在する。情報ビット内の各ブロックは、１、２又は３（例えば３つのレベル）のいずれか
を送信することができる。情報ビット２１０４、２１０６、２１０８は、全体で、９つの
レベル（０乃至８）をシグナリングすることができる。最後のレベル“８”は、予約する
こと又は非使用にすることができ、又はタイミングではなく情報を搬送するために用いる
ことができる。
【０１２８】
　送信元は、あらゆるビットの組合せ（例えば、２１０４と２１０６、２１０６と２１０
８、２１０８と２１１０）を選択することができ、受信先は、いずれのビットが受信され
たか知ることができないため、第４のビット２１１０を有する他のレベルを追加すること
は問題を発生させる。しかしながら、例により、ビット２１０８は、使用すべきでないビ
ット番号８を搬送するため使用すべきでない。従って、不正確な組合せ（例えば、２１０
６及び２１０８）が選択された場合は、値コーディングであるため受信先がビット８を見
る可能性がある。ビット８が受信先によって見つけられた場合は、タイミング構造を提供
するタイミングが不整合であることを示す（例えば、８は存在することになっていなかっ
たため、エラーである）。
【０１２９】
　タイミングを決定するために、受信先は、タイミング情報及びマーク又はインジケータ
を提供することができるビットストリーム、例えば図２２に示される例、を入手する。こ
のことは、同期及び非同期メッセージが存在することができる位相構造を定義することを
可能にする。例えば、マーク２２０２、２２０４後の第１の２つのビットは、幾つかの同
期メッセージを搬送する（例えば、所在場所自体は、メッセージの解釈方法に関する情報
を提供する）。同期メッセージは、必ずしもメッセージを有しておらず、所在場所自体が
メッセージである。メッセージの残りの部分（例えばビット）は、非同期メッセージとし
てまとめて受け取ることができ、ヘッダー／本体／メッセージを入手するために１つにま
とめることができる。開始点及び終了点は、必ずしも位置又は所在場所ではなくメッセー
ジフォーマットによって決定することができる。
【０１３０】
　受信デバイスがより長時間メッセージをリッスンするほどより多くのビットを受信する
。同期メッセージ内においては、幾つかのメッセージは一定の時間に繰り返し、他のメッ
セージは異なる時間に繰り返す複数の同期メッセージグループが存在することができる。
この点を示すメッセージ例が図２３に存在し、メッセージ“Ａ”は、非常に頻繁に繰り返
し（２３０２、２３０４、２３０６において例示）、メッセージ“Ｂ”及び“Ｃ”は、異
なる周期性を有する（２３０８、２３１０及び２３１２、２３１４においてそれぞれ例示
される）。従って、位置自体がビットの解釈を定義するタイミングになるため異なる同期
メッセージに関して異なる周期性が存在することができる。
【０１３１】
　メッセージは、スペクトルの使用方法、デバイスがスペクトル及び／又はその他の情報
を用いるのを許容されているかどうか、又はその組合せに関する特定の情報を含むことが
できる。例えば、メッセージがスペクトル“１”においてブロードキャストされる場合は
、メッセージは、そのスペクトルを使用可能であるかどうかを知らせる必要がなく、デバ
イスはスペクトル“２”を使用可能であることだけを示すことができ、ここで、スペクト
ル“２”は、影響を受けない波形である。従って、メッセージは、ブロードキャストメッ
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セージがブロードキャスト中であるスペクトルに関連する必要がなく、利用可能であると
思われるその他のスペクトルに関連することができる。受信デバイスは、メッセージの特
定の部分をリッスンし、利用可能な他のスペクトルを用いることを決定することができる
。現在の又は他のスペクトルの使用を示すメッセージは、同期メッセージ又は非同期メッ
セージのいずれかであることができる。
【０１３２】
　図２４は、１つ以上のサブシーケンスを含むブロードキャスト情報ビットのシーケンス
を送信するためのシステム例２４００を示す。システム２４００は、１つ以上の受信先２
４０４に情報をブロードキャストする１つ以上の送信元２４０２を含む。送信元２４０２
は、ブロードキャスティングスケジュールを決定及び変更することができる。例えば、送
信元２４０２は、幾つかのメッセージをその他のメッセージよりも頻繁にブロードキャス
トすること及び／又は幾つかのメッセージを１回だけ又は数回ブロードキャストしてその
後はまったく繰り返さないことができる。
【０１３３】
　送信元は、１つ以上のサブシーケンスのブロードキャスト情報ビットを定義し、ブロー
ドキャストメッセージ内における１つ以上のサブシーケンスに関する構造を決定するよう
に構成することができるアレンジャ２４０６を含むことができる。構造は、ブロードキャ
ストメッセージ内における各サブシーケンスの位置であると定義することができる。位置
決定は、予め定義することができる。
【０１３４】
　シーケンスは、ブロードキャストメッセージ又は信号内における各サブシーケンスの位
置又は所在場所を示すように入手器２４０８によって構成することができる一定の構造（
例えば、番号付与／タイミング構造）を有することができる。ブロードキャスト情報の組
は、複数の部分組を含むことができ、ブロードキャスト情報の各部分組は、特定のサブシ
ーケンスを用いて、ブロードキャスタ２４１０によって送信される。幾つかの側面により
、サブシーケンスは、互いにインターリービングすることができる。
【０１３５】
　メモリ２４１２は、動作可能な形で受信先２４０２に結合することができ、ブロードキ
ャスト情報ビットの１つ以上のサブシーケンスを定義すること及びブロードキャスト信号
に内蔵されるサブシーケンスの構造を決定することに関連する情報を格納する及び／又は
命令を保持することができる。タイミング構造は、ブロードキャスト信号において符号化
することができる。
【０１３６】
　メモリ２４１２は、サブシーケンスの各々の開始をマーキングすること及びブロードキ
ャスト信号を送信することに関連する命令をさらに保持することができる。サブシーケン
スの各々の開始をマーキングすることは、位相又はタイミング構造を定義することができ
る。サブシーケンスの各々の示された開始は、同期及び非同期メッセージをブロードキャ
スト信号に含めるのを可能にすることができる。ブロードキャスト信号は、非同期メッセ
ージ、同期メッセージ又はその組合せを含むことができる。幾つかの側面により、メッセ
ージの所在場所が情報を搬送する。非同期メッセージは、非同期メッセージの定義を提供
するメッセージヘッダーを含むことができる。同期メッセージの定義は、ブロードキャス
ト信号内における位置の関数であることができる。
【０１３７】
　ブロードキャスト信号に含まれる２つ以上のサブシーケンスは、異なる周期性を有する
ことができ又は互いにインターリービングすることができる。幾つかの側面により、サブ
シーケンスのブロードキャスティングサイクルは、少なくとも１秒であり、各々のブロー
ドキャスティングサイクルごとに次々に送信される。さらに加えて又は代替として、ブロ
ードキャスト信号は、スペクトルの使用、スペクトルを用いることが許容されるデバイス
又はその組合せに関する情報を含む。
【０１３８】
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　プロセッサ２４１４は、受信された情報の解析を容易にするために受信先２４０４（及
び／又はメモリ２４１２）に動作可能な形で接続することができ及び／又はメモリ２４１
２に保持される命令を実行するように構成することができる。プロセッサ２４１４は、送
信元２４０２から受信された情報を解析すること及び／又はアレンジャ２４０６、入手器
２４０８及び／又はブロードキャスタ２４１０によって利用することができる情報を生成
することを専用とするプロセッサであることができる。さらに加えて又は代替として、プ
ロセッサ２４１４は、システム２４００の１つ以上の構成要素を制御するプロセッサであ
ること及び／又は情報を解析する、情報を生成する及び／又はシステム２４００の１つ以
上の構成要素を制御するプロセッサであることができる。
【０１３９】
　次に図２５に関して、複数のサブシーケンスを含むブロードキャスト信号を解釈するた
めのシステム例２５００が示される。送信元２５０２は、受信先２５０４を対象とする情
報をブロードキャストするように構成することができる。ブロードキャスト情報は、複数
のサブシーケンスを含むことができ又は単一のサブシーケンスを含むことができる。サブ
シーケンスを解釈するため、受信先２５０４は、タイミングロケータ２５０６と、メッセ
ージヘッダー定義器２５０８と、評価器２５１０と、を含むことができる。
【０１４０】
　タイミングロケータ２５０６は、受信されたブロードキャストメッセージについて評価
し、タイミング構造を確認するように構成することができる。幾つかの側面により、サブ
シーケンスの少なくとも部分組（例えば、サブシーケンスにおいて搬送されるビットの解
釈）のフォーマットは、サブシーケンス内における位置の関数として予め決定することが
できる。フォーマットは、予め決められたブロードキャスティングサイクルに従って繰り
返すことができる。例えば、サブシーケンスにおいて搬送される情報ビットは、ブロード
キャスティングサイクルに従って繰り返すことができる。従って、情報は、同期的に送信
され、サブシーケンスは、同期サブシーケンスと呼ばれる。幾つかの側面により、異なる
サブシーケンスは、異なるブロードキャスティングサイクルを有することができる。
【０１４１】
　幾つかの側面により、幾つかのサブシーケンスのフォーマットは、サブシーケンス内に
おける位置の関数として予め決定されない。サブシーケンスにおいて搬送された情報ビッ
トは、予め決められない又は固定されない異なるブロードキャストメッセージに属するこ
とができる。各メッセージは、メッセージヘッド及びメッセージ本体のうちの少なくとも
１つを含むことができる。従って、メッセージは、非同期的に送信することができ、サブ
シーケンスは、非同期サブシーケンスと呼ぶことができる。メッセージヘッダー定義器２
５０８は、ブロードキャスト信号（又はブロードキャスト信号に含まれるサブシーケンス
）を評価してヘッダーを定義するように構成することができる。
【０１４２】
　幾つかの側面により、同期及び非同期サブシーケンスは、ブロードキャスト情報のシー
ケンス内に共存することができる。短い間隔において、受信先２５０４は、送信元（例え
ば交信局）にアクセスするために必要なブロードキャスト情報をビーコン信号から入手す
ることができるべきである。時間が経過するのに従い、受信先２５０４は、より多くのビ
ーコンバーストを受信することができ、より多くのブロードキャスト情報ビットを累積す
ることができる。
【０１４３】
　受信され、定義されたメッセージヘッダーによって少なくとも部分的に解釈された情報
に基づき、評価器２５１０は、受信先２５０４が第１のスペクトルから第２のスペクトル
に変更すべきか、現在のスペクトルにとどまるべきか、送信電力又はその他のパラメータ
を変更すべきかの決定を行うことができる。
【０１４４】
　例えば、第１のモバイルデバイスは、第２のモバイルデバイスとの通信（例えば、ピア
・ツー・ピア通信）を確立することを希望する。両モバイルデバイスが所在する地域を担
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当する基地局によってメッセージをブロードキャストすることができる。ブロードキャス
トメッセージは、これらのデバイスは特定のスペクトルを用いる場合にピア・ツー・ピア
通信を確立できることを示す情報を含むことができる。この情報は、図２３において示さ
れるメッセージと同様のチャネル“Ａ”において送信することができる。チャネル“Ｂ”
の目的は、異なる周期性を提供することであることができる。モバイルデバイスの各々は
、ビットを解釈する方法を決定するためにメッセージのタイミングを見つける。いったん
解釈された時点で、ビットを評価して、一定のスペクトルを用いるべきかどうか、通信に
関する優先度が存在するかどうか又はその他の情報を決定することができる。提供可能な
追加情報は、電力情報、例えばモバイルデバイスがしきいレベルよりも低い電力しか用い
ることができないことの表示、である。さらに加えて又は代替として、デバイスが各々の
送信を決定するために有すべきである物理層／ｍａｃ層パラメータが存在することができ
る。
【０１４５】
　メモリ２５１２は、動作可能な形で受信先２５０２に結合することができ、ブロードキ
ャスト情報ビットの少なくとも１つのサブシーケンスを含むブロードキャスト信号を受信
することに関連する情報を格納すること及び／又は命令を保持することができる。サブシ
ーケンスは、少なくとも１つの非同期メッセージ又は少なくとも１つの同期メッセージ、
又はその組合せを含むことができる。同期メッセージの定義は、ブロードキャスト信号内
における同期メッセージの位置の関数であることができ、非同期メッセージは、非同期メ
ッセージの定義を提供するメッセージヘッダーを含むことができる。
【０１４６】
　メモリ２１５は、受信されたブロードキャスト信号に含まれる各サブシーケンスの開始
位置を特定すること及び開始位置の特定に部分的に基づいて少なくとも１つのサブシーケ
ンスを復号することに関連する命令をさらに保持することができる。開始位置を見つける
ことは、ビーコン信号に含まれるインジケータの所在場所を特定することを含むことがで
きる。同期メッセージの開始位置は、情報を搬送することができる。メモリ２５１２は、
解釈されたメッセージに部分的に基づいて少なくとも１つのパラメータを変更することに
関連する命令をさらに保持することができる。
【０１４７】
　プロセッサ２５１４は、受信された情報の解析を容易にするために動作可能な形で受信
先２５０４（及び／又はメモリ２５１２）に接続することができ及び／又はメモリ２５１
２に保持される命令を実行するように構成することができる。プロセッサ２５１４は、送
信元２５０２から受信された情報を解析すること及び／又は情報ストリーム入手器２５０
６、第１の情報ストリーム解析器２５０８及び／又は第２の情報方式解釈器２５１０によ
って利用できる情報を生成することを専用とするプロセッサであることができる。さらに
加えて又は代替として、プロセッサ２５１４は、システム２５００の１つ以上の構成要素
を制御するプロセッサ、及び／又は情報を解析する、情報を生成する及び／又はシステム
２５００の１つ以上の構成要素を制御するプロセッサであることができる。
【０１４８】
　幾つかの側面により、ブロードキャスト情報ビットのシーケンスは、複数のシーケンス
を含む。図２６は、ブロードキャスト情報ビットのシーケンス２６００を開示された側面
に従って実装される複数のサブシーケンスにパーティショニングする例を示す。
【０１４９】
　横軸２６０２は、ブロードキャスト情報ビットのシーケンス２６００を送信中の論理時
間を表す。幾つかの四角形が経時で順次示されており、各々の四角形は、シーケンス２６
００内における１つの情報ビットブロックを表す。四角形の長さは、対応するブロックの
サイズを示す。四角形のファイリング（ｆｉｌｉｎｇ）パターンは、関連づけられたサブ
シーケンスに属するビットのブロックを表す。異なるフィリング（ｆｉｌｌｉｎｇ）パタ
ーンを有する四角形は、異なるサブシーケンスと関連づけられる。例えば、四角形２６０
４、２６０８、２６１４、２６１８及び２６２４はすべて同じフィリングパターンを有し
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ており、第１のサブシーケンスのビットを送信するために用いられる。四角形２６０６、
２６１６及び２６２６はすべて同じフィリングパターンを有しており、第２のサブシーケ
ンスのビットを送信するために用いられる。四角形２６１０及２６２０は両方とも、同じ
フィリングパターンを有しており、第３のサブシーケンスのビットを送信するために用い
られる。ボックス２６１２及び２６２２は両方とも、同じファイリングパターンを有して
おり、第４のサブシーケンスのビットを送信するために用いられる。
【０１５０】
　幾つかの側面により、１つのサブシーケンスのブロードキャスティングサイクルは、他
のサブシーケンスのブロードキャスティングサイクルと異なることができる。例えば、第
１のサブシーケンスは、第２のサブシーケンスよりも短いサイクルを有し、第１のサブシ
ーケンスのブロックサイズは、第２のサブシーケンスのブロックサイズよりも小さい。
【０１５１】
　シーケンスは、ブロードキャスト情報ビットのシーケンス内の各サブシーケンスの位置
は予め決められて固定されているという意味で予め決められた一定の方法で複数のサブシ
ーケンスにパーティショニングされる。サブシーケンスは、互いにインターリービングさ
れる。受信デバイスがシーケンスと同期化するのを可能にするため、一例においては、シ
ーケンスは、サブシーケンスの位置を示す一定の構造（例えば、番号付与／タイミング構
造）を有する。例えば、番号付与構造は、前例と類似するビーコンバーストのシーケンス
において搬送されるビーコンシンボルによってシグナリングすることができる。他の例に
おいては、１つのサブシーケンス（例えば図２６の第４のサブシーケンス）は、その他の
全サブシーケンスのパリティ検査である。例えば、四角形２６２２は、その他のすべての
サブシーケンスの先行する四角形のパリティ検査ビットを含み、四角形２６１４、２６１
６、２６１８及び２６２０を含む。次に、受信デバイスは、コーディング構造を利用し、
移動ウィンドー探索を実行してパリティ検査四角形の位置を検出し、従って同期化構造を
決定することができる。
【０１５２】
　ブロードキャスト情報の組は、複数の部分組を含む。ブロードキャスト情報の各部分組
は、特定のサブシーケンスを用いて送信される。サブシーケンスは、サブシーケンスにお
いて搬送されたビットを解釈するための自己のフォーマットを有することができる。異な
るサブシーケンスが異なるフォーマットを用いることができる。幾つかの側面により、サ
ブシーケンスは、以下においてさらに詳細に説明されるように、同期又は非同期フォーマ
ットを用いることができる。シーケンスは、様々な同期サブシーケンスと、１つ又は複数
の非同期サブシーケンスと、を含むことができる。一例により、シーケンス内には１つの
非同期サブシーケンスのみが存在する。
【０１５３】
　同期サブシーケンス（例えば、サブシーケンスにおいて搬送される情報ビットの解釈）
のフォーマットは、サブシーケンス内における位置の関数として予め決められる。従って
、ビットをどのようにして解釈すべきかを示すためのメッセージヘッドが必要ない。図２
７は、開示された側面により実装される同期サブシーケンス２７００の例を示す。
【０１５４】
　水平線２７０２は、時間を表す。四角形２７０４、２７０８及び２７１２は、バージョ
ン番号及び送信電力に関する情報を搬送することができる。バージョン番号は、ソフトウ
ェアリリースバージョン番号であることができ、交信局とモバイルデバイスとの間におけ
る適合性を決定するために用いることができる。送信電力は、交信局の現在の送信電力及
び最大電力能力であることができる。四角形２７０６は、スペクトル割り当て及びサービ
スの型に関する情報を搬送することができる。スペクトル割り当て情報は、スペクトルが
ＦＤＤ、ＴＤＤ等であるかを示すことができ、指定された搬送波の周波数又はＦＤＤシス
テム内における指定されたダウンリンク搬送波とアップリンク搬送波との間の周波数距離
をさらに含むことができる。サービスの型は、伝統的なセルラーサービス、ピア・ツー・
ピアアドホックネットワークサービス、認識無線サービス、等であることができる。四角
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形２７１０は、スペクトル割り当て及びサポートされる技術に関する情報を搬送すること
ができる。サポートされる技術は、エアインタフェース技術（例えば、ＣＤＭＡ、ＯＦＤ
ＭＡ、ＧＳＭ、等）を示す。バージョン番号の情報はサブシーケンスの予め決められた位
置において送信されるため、メッセージヘッドを添付する必要がないことが注目されるべ
きである。
【０１５５】
　所定の同期サブシーケンスにおいては、フォーマットは、予め決められたブロードキャ
スティングサイクルに従って繰り返すことができる。異なる情報は、（例えば、情報をど
のような頻度で受信デバイスに送信すべきかの関数として）異なるブロードキャスティン
グサイクルを有することができる。示される例においては、バージョン番号又はスペクト
ル割り当ての情報は、１つの四角形おきに繰り返し、サービスの型又はサポートされる技
術に関するブロードキャスティングサイクルは、それ以上長くない。この方法により、受
信デバイスは、時間的に極めて重要なブロードキャスト情報を短い時間間隔で入手するこ
とができる。従って、受信デバイスがビーコンバーストを受信し続けるのに従い、受信デ
バイスは、時間的重要度がより低い情報を含むより多くのブロードキャスト情報を入手す
ることができる。
【０１５６】
　非同期サブシーケンスのフォーマットは、サブシーケンス内における位置の関数として
予め決められない。サブシーケンスにおいて搬送される情報ビットは、異なるブロードキ
ャストメッセージに属することができ、個々のメッセージの始めと終わりを示すためのデ
リミッタを追加することができる。図２８は、本明細書において開示される様々な側面に
従って実装される非同期サブシーケンス２８００の例を示す。
【０１５７】
　時間は、水平線２８０２に沿って示される。四角形２８０４、２８０６及び２８０８は
、非同期サブシーケンスの一部である。例示においては、メッセージは、四角形２８０４
内において開始し、四角形２８０６において継続し、四角形２８０８において終了する。
メッセージ２８１０及び２８１２の開始点及び終了点は、幾つかのデリミッタによって定
義される。サブシーケンスは、異なる長さを有する異なるメッセージを送信するために用
いることができる。メッセージが送信される順序は厳格には定義されていない。交信局は
、ブロードキャスティングスケジュールを自由に決定及び変更することができる。従って
、特定のメッセージの発生は予め決められない。各メッセージは、メッセージヘッド及び
メッセージ本体のうちの少なくとも１つを含むことができる。
【０１５８】
　一般的には、メッセージは、所定の非同期サブシーケンスで順次送信される。幾つかの
側面により、複数の非同期サブシーケンスが存在し、これらの複数の非同期サブシーケン
スは、ブロードキャスト情報のシーケンス内において互いにインターリービングし、その
場合は、２つ以上のメッセージを並行して送信することができる。
【０１５９】
　図２９は、１つ以上のシーケンスのブロードキャスト情報ビットを含むブロードキャス
ト信号を送信する方法例２９００を示す。方法２９００が開始し、２９０２において、ブ
ロードキャストメッセージに含まれる１つ以上のサブシーケンスのブロードキャスト情報
ビットが定義される。２９０４において、１つ以上のサブシーケンスの位置構造が決定さ
れる。位置構造を決定することは、ブロードキャストメッセージ内における各サブシーケ
ンスの位置を決定することを含むことができ、予め定義することができる。構造は、番号
付与又はタイミングのうちの少なくとも１つ又はその組合せとして定義することができる
。
【０１６０】
　１つ以上のサブシーケンスを含むメッセージの受信先がそのメッセージを理解するため
に、２９０６において１つ以上のサブシーケンスの位置が示されるか又はマーキングされ
る。幾つかの側面により、１つ以上のサブシーケンスの位置を示すためのタイミング構造
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を決定することができる。タイミング構造は、ブロードキャスト信号内において符号化す
ることができる。
【０１６１】
　２９０８において対象となる受信先にブロードキャスト信号が送信される。２つ以上の
サブシーケンスを異なる周期性を持って送信することができる（例えば、第１のメッセー
ジは、ブロードキャスト信号内において少なくとも第２のメッセージよりも頻繁にブロー
ドキャストすることができる）。第１のメッセージは、わずか数回だけブロードキャスト
し、絶対に繰り返されないようにすることができる。サブシーケンスのうちの１つのブロ
ードキャスティングサイクルは、約１秒であることができ、サブシーケンスは、各々のブ
ロードキャスティングサイクルごとに次々に送信することができる。２つ以上のサブシー
ケンスを互いにインターリービングすることができる。
【０１６２】
　ブロードキャスト情報ビットのシーケンスは、非同期メッセージ、同期メッセージ又は
その組合せ（例えば、ブロードキャスト情報ビットのシーケンスに含まれる少なくとも１
つの非同期メッセージ及び１つ以上の同期メッセージ）を含むことができる。同期メッセ
ージは、ブロードキャスト信号内における同期メッセージの位置の関数として定義するこ
とができる。非同期メッセージの定義を提供するメッセージヘッダーは、非同期メッセー
ジ内に含めることができる。
【０１６３】
　図３０は、受信されたブロードキャスト信号内のタイミング情報及び関連するメッセー
ジを解釈するための方法例３０００を示す。３００２において、少なくとも１つのサブシ
ーケンスのブロードキャスト情報ビットを含むブロードキャストメッセージが受信される
。サブシーケンスは、約１秒以上であることができ及び各々のブロードキャスティングサ
イクルごとに次々に受信することができる。２つ以上のサブシーケンスを異なる周期性で
受信することができ及び／又は互いにインターリービングすることができる。幾つかの側
面により、ブロードキャスト信号は、少なくとも１つの非同期メッセージ又は少なくとも
１つの同期メッセージ又はその組合せを含むことができる。１つ以上の同期メッセージの
定義は、受信されたブロードキャスト信号内における同期メッセージの位置の関数である
ことができる。１つ以上の非同期メッセージは、非同期メッセージの定義を示すメッセー
ジヘッダーを含むことができる。
【０１６４】
　３００４において、１つ以上のサブシーケンスの位置が、ブロードキャスト信号に含ま
れているインジケータに基づいて決定される。インジケータは、ブロードキャスト信号内
における各サブシーケンスの所在場所又は位置を指定することができる。１つ以上のサブ
シーケンスのブロードキャスト情報は、３００６において、決定された位置に部分的に基
づいて復号することができる。ブロードキャスト信号に含まれるタイミング構造も復号す
ることができる。タイミングは、１つ以上のサブシーケンスの開始所在場所又は位置に部
分的に基づいて決定することができる。
【０１６５】
　復号されたメッセージに含まれる情報に部分的に基づき、１つ以上のパラメータを変更
することができる。例えば、メッセージに含まれる情報に基づいて第１のスペクトルから
他のスペクトルに変更する決定を行うことができる。他の例は、メッセージ情報に基づい
て電力を修正すること、いずれのスペクトルを用いるかを決定すること、又はその他のパ
ラメータを変更することである。
【０１６６】
　幾つかの側面により、方法３００は、ブロードキャスト信号の幾つかの部分をひとつに
まとめてヘッダー／本体／メッセージシーケンスを導き出すこと及び／又はメッセージフ
ォーマットに部分的に基づいてメッセージの開始点及び終了点を決定することをさらに具
備する。
【０１６７】
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　本明細書において説明される１つ以上の側面により、ブロードキャスト信号の送信及び
／又は解釈に関する推論を行うことができる。本明細書において用いられる“推論する”
又は“推論”という用語は、一般的には、システム、環境、及び／又はユーザーの状態を
イベント及び／又はデータを通じてキャプチャされた一組の観測結果から推理又は推論す
るプロセスを意味する。推論は、特定のコンテキスト又は行動を識別するために採用する
ことができ、又は例えば状態に関する確率分布を生成することができる。推論は、確率論
である。すなわち、データ及びイベントを考慮することに基づいて対象となる状態に関す
る確率分布を求めることである。推論は、より高いレベルのイベントを一組のイベント及
び／又はデータから構成するために採用された技法を意味することもできる。該推論の結
果、一組の観測されたイベント及び／又は格納されたイベントデータ、これらのイベント
が時間的に近接した状態で相関関係にあるかどうか、及びこれらのイベント及びデータが
１つ又は幾つかのイベント又はデータソースからのものであるかどうかから新しいイベン
ト又は行動が構築されることになる。
【０１６８】
　一例により、上述される１つ以上の方法は、ビーコンシンボルを送信するための自由度
を選択することに関連する推論を行うことを含むことができる。他の例により、ブロード
キャスト信号に含まれるサブストリームの情報を他のストリームの情報から独立して結合
する及び／又は復号することに関連する推論を行うことができる。他の例により、ブロー
ドキャストメッセージに含まれる１つ以上のサブシーケンスに関連する推論を行うことが
できる。上例は、例示することを目的とするものであり、行うことができる推論数及び本
明細書において説明される様々な例と関係づけて該推論が行われる方法を限定することは
意図されないことが理解されるであろう。
【０１６９】
　図３１は、複数のセル、すなわち、セルＩ　３１０２、セルＭ　３１０４、を含む様々
な側面に従って実装される通信システム例３１００を示す。セル境界領域３１６８によっ
て示されるように近隣セル３１０２、３１０４はわずかに重なり合っており、それによっ
て、近隣セル内の基地局によって送信された信号間の信号干渉の可能性を生じさせること
に注目すること。システム３１００の各セル３１０２、３１０４は、３つのセクターを含
む。様々な側面により、複数のセクターに細分割されていないセル（Ｎ＝１）、２つのセ
クターを有するセル（Ｎ＝２）及び４つ以上のセクターを有するセル（Ｎ＞３）も可能で
ある。セル３１０２は、第１のセクター、セクターＩ　３１１０と、第２のセクター、セ
クターＩＩ　３１１２と、第３のセクター、セクターＩＩＩ　３１１４と、を含む。各セ
クター３１１０、３１１２、３１１４は、２つのセクター境界領域を有し、各境界領域は
、２つの隣接するセクター間で共有される。
【０１７０】
　セクター境界領域は、近隣セクター内の基地局によって送信された信号間における信号
干渉の可能性を生じさせる。ライン３１１６は、セクターＩ　３１１０とセクターＩＩ　
３１１２との間におけるセクター境界領域を表し、ライン３１１８は、セクターＩＩ　３
１１２とセクターＩＩＩ　３１１４との間におけるセクター境界領域を表し、ライン３１
２０は、セクターＩＩＩ　３１１４とセクターＩ　３１１０との間におけるセクター境界
領域を表す。同様に、セルＭ　３１０４は、第１のセクター、セクターＩ　３１２２と、
第２のセクターＩＩ　３１２４と、第３のセクター、セクターＩＩＩ ３１２６と、を含
む。ライン３１２８は、セクターＩ　３１２２とセクターＩＩ ３１２４との間における
セクター境界領域を表す。ライン３１３０は、セクターＩＩ　３１２４とセクターＩＩＩ
　３１２６との間におけるセクター境界領域を表す。ライン３１３２は、セクターＩＩＩ
　３１２６とセクターＩ　３１２２との間における境界領域を表す。セルＩ　３１０２は
、基地局（ＢＳ）、基地局Ｉ　３１０６と、各セクター３１１０、３１１２、３１１４内
の複数のエンドノード（ＥＮ）（例えば、無線端末）と、を含む。セクターＩ　３１１０
は、無線リンク３１４０、３１４２をそれぞれ通じてＢＳ３１０６に結合されたＥＮ（１
）３１３６と、ＥＮ（Ｘ）３１３８と、を含む。セクターＩＩ　３１１２は、無線リンク
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３１４８、３１５０をそれぞれ通じてＢＳ　３１０６に結合されたＥＮ（１’）３１４４
と、ＥＮ（Ｘ’）３１４６と、を含む。セクターＩＩＩ　３１１４は、無線リンク３１５
６、３１５８をそれぞれ通じてＢＳ　３１０６に結合されたＥＮ（１’’）３１５２と、
ＥＮ（Ｘ’’）３１５４と、を含む。同様に、セルＭ　３１０４は、基地局Ｍ　３１０８
と、各セクター３１２２、３１２４、３１２６内の複数のエンドノード（ＥＮ）と、を含
む。セクターＩ　３１２２は、無線リンク３１４０’、３１４２’をそれぞれ通じてＢＳ
　Ｍ３１０８に結合されたＥＮ（１）３１３６’と、ＥＮ（Ｘ）３１３８’と、を含む。
セクターＩＩ　３１２４は、無線リンク３１４８’、３１５０’をそれぞれ通じてＢＳ　
Ｍ３１０８に結合されたＥＮ（１’）３１４４’と、ＥＮ（Ｘ’）３１４６’と、を含む
。セクター３　３１２６は、無線リンク３１５６’、３１５８’をそれぞれ通じてＢＳ　
３１０８に結合されたＥＮ（１’’）３１５２’と、ＥＮ（Ｘ’’）３１５４’と、を含
む。
【０１７１】
　システム３１００は、ネットワークリンク３１６２、３１６４をそれぞれ通じてＢＳ　
Ｉ　３１０６及びＢＳ　Ｍ　３１０８に結合されるネットワークノード３１６０も含む。
ネットワークノード３１６０は、ネットワークリンク３１６６を通じてその他のネットワ
ークノード、例えばその他の基地局、ＡＡＡサーバーノード、中間ノード、ルーター、等
、及びインターネットにも結合される。ネットワークリンク３１６２、３１６４、３１６
６は、例えば光ファイバケーブルであることができる。各エンドノード、例えばＥＮ（１
）３１３６は、送信機及び受信機を含む無線端末であることができる。無線端末、例えば
ＥＮ（１）３１３６、は、システム３１００を通じて移動することができ、ＥＮが現在所
在するセル内の基地局と無線リンクを通じて通信することができる。無線端末、（ＷＴ）
、例えばＥＮ（１）３１３６、は、ピアノード、例えばシステム３１００内又はシステム
３１００外のその他のＷＴ、と、基地局、例えばＢＳ３１０６、及び／又はネットワーク
ノード３１６０を通じて通信することができる。ＷＴ、例えばＥＮ（１）３１３６、は、
無線モデムを有する移動通信デバイス、例えば携帯電話、パーソナルデータアシスタント
、等であることができる。各々の基地局は、残りのシンボル期間、例えば非ストリップー
シンボル期間、においてトーンを割り当て、トーンホッピングを決定するために採用され
た方法とは異なる、ストリップーシンボル期間に関する方法を用いてトーン部分組割り当
てを行う。無線端末は、トーン部分組割り当て方法を基地局から受信された情報、例えば
基地局スロープＩＤ、セクターＩＤ情報、とともに用いて、特定のストリップーシンボル
期間にデータ及び情報を受信するために採用可能なトーンを決定する。トーン部分組割り
当てシーケンスは、様々な側面により、セクター間及びセル間干渉を各々のトーン間で拡
散させるように構築される。
【０１７２】
　図３２は、様々な側面による基地局例３２００を示す。基地局３２００は、トーン部分
組割り当てシーケンスを実装し、セルの各々の異なるセクター型に関して異なるトーン部
分組割り当てシーケンスが生成される。基地局３２００は、図３１のシステム３１００の
基地局８０６、８０８、のうちのいずれかとして用いることができる。基地局３２００は
、様々な要素３２０２、３２０４、３２０６、３２０８、及び３２１０がデータ及び情報
を交換することができるバス３２０９によってひとつに結合された受信機３０２０と、送
信機３２０４と、プロセッサ３２０６、例えばＣＰＵ、と、入力／出力インタフェース３
２０８と、メモリ３２１０と、を含む。
【０１７３】
　受信機３２０２に結合されたセクター化されたアンテナ３２０３は、基地局のセル内の
各セクターからの無線端末送信からデータ及びその他の信号、例えばチャネルレポート、
を受信するために用いられる。送信機３２０４に結合されたセクター化されたアンテナ３
２０５は、データ及びその他の信号、例えば制御信号、パイロット信号、ビーコン信号、
等を基地局のセルの各セクター内の無線端末３３００（図３３参照）に送信するために用
いられる。様々な側面においては、基地局３２００は、複数の受信機３２０２及び複数の
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送信機３２０４、例えば各セクターに関する個々の受信機３２０２及び各セクターに関す
る個々の送信機３２０４を採用することができる。プロセッサ３２０６は、汎用中央処理
装置（ＣＰＵ）であることができる。プロセッサ３２０６は、メモリ３２１０に格納され
た１つ以上のルーチン３２１８の指示の下で基地局３２００の動作を制御し、方法を実装
する。Ｉ／Ｏインタフェース３２０８は、その他のネットワークノードへの接続を提供し
、ＢＳ３２００をその他の基地局、アクセスルーター、ＡＡＡサーバーノード、等、その
他のネットワーク、及びインターネットに結合する。メモリ３２１０は、ルーチン３２１
８と、データ／情報３２２０と、を含む。
【０１７４】
　データ／情報３２２０は、データ３２３６と、ダウンリンクストリップ－シンボル時間
情報３４２０及びダウンリンクトーン情報３２４２を含むトーン部分組割り当てシーケン
ス情報３２３８と、複数の組のＷＴ情報、すなわち、ＷＴ１情報３２４６及びＷＴ　Ｎ情
報３２６０、を含む無線端末（ＷＴ）データ／情報３２４４と、を含む。各組のＷＴ情報
、例えばＷＴ１情報３２４６、は、データ３２４８と、端末ＩＤ　３２５０と、セクター
ＩＤ　３２５２と、アップリンクチャネル情報３２５４と、ダウンリンクチャネル情報３
２５６と、モード情報３２５８と、を含む。
【０１７５】
　ルーチン３２１８は、通信ルーチン３２２２と、基地局制御ルーチン３２２４と、結合
ルーチン３２６２と、を含む。基地局制御ルーチン３２２４は、スケジューラモジュール
３２２６と、ストリップ－シンボル期間に関するトーン部分組割り当てルーチン３２３０
を含むシグナリングルーチン３２２８と、シンボル期間の残り、例えば非ストリップ－シ
ンボル期間、に関するその他のダウンリンクトーン割り当てホッピングルーチン３２３２
と、ビーコンルーチン３２３４と、を含む。結合ルーチン３２６２は、情報結合ルーチン
（示されていない）、値結合ルーチン（示されていない）及び／又はフローストリーム結
合ルーチン（示されていない）をさらに含むことができる。
【０１７６】
　データ３２３６は、ＷＴへの送信前に符号化するために送信機３２０４の符号器３２１
４に送信される送信対象データと、受信後に受信機３２０２の復号器３２１２を通じて処
理されているＷＴからの受信データと、を含む。ダウンリンクストリップ－シンボル時間
情報３２４０は、フレーム同期化構造情報、例えばスーパースロット、ビーコンスロット
、及びウルトラスロット構造情報、及び所定のシンボル期間がストリップ－シンボル期間
であるかどうか、及びストリップ－シンボル期間である場合はストリップ－シンボル期間
のインデックス及びストリップ－シンボルが基地局によって用いられるトーン部分組割り
当てシーケンスを打ち切るためのリセットポイントであるかどうかを明記する情報を含む
。ダウンリンクトーン情報３２４２は、基地局３２００に割り当てられる搬送周波数と、
トーンの数及び周波数と、ストリップ－シンボル期間に割り当てられるトーン部分組の組
と、その他のセル及びセクター特有の値、例えばスロープ、スロープインデックス及びセ
クター型と、を含む情報を含む。
【０１７７】
　データ３２４８は、ＷＴ１　３３００がピアノードから受信しているデータと、ＷＴ１
　３３００がピアノードに送信されることを希望するデータと、ダウンリンクチャネル品
質レポートフィードバック情報と、を含むことができる。端末ＩＤ３２５０は、基地局３
２００によって割り当てられた、ＷＴ１　３３００を識別するＩＤである。セクターＩＤ
３２５２は、ＷＴ１　３３００が動作中であるセクターを識別する情報を含む。セクター
ＩＤ３２５２は、例えば、セクター型を決定するために用いることができる。アップリン
クチャネル情報３２５４は、ＷＴ１　３３００が用いるためにスケジューラ３２２６によ
って割り当てられているチャネルセグメント、例えばデータに関するアップリンクトラフ
ィックチャネルセグメント、要求、電力制御、タイミング制御、等に関する専用アップリ
ンク制御チャネル、を識別する情報を含む。ＷＴ１　３３００に割り当てられた各アップ
リンクチャネルは、１つ以上の論理トーンを含み、各論理トーンは、アップリンクホッピ
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ングシーケンスに従う。ダウンリンクチャネル情報３２５６は、データ及び／又は情報を
ＷＴ１　３３００に搬送するためにスケジューラ３２２６によって割り当てられているチ
ャネルセグメント、例えばユーザーデータに関するダウンリンクトラフィックチャネルセ
グメント、を識別する情報を含む。ＷＴ１　３３００に割り当てられた各ダウンリンクチ
ャネルは、１つ以上の論理トーンを含み、各論理トーンは、ダウンリンクホッピングシー
ケンスに従う。モード情報３２５８は、ＷＴ１　３３００の動作状態、例えばスリープ、
ホールド、オン、を識別する情報を含む。
【０１７８】
　通信ルーチン３２２２は、基地局３２００が様々な通信動作を実行し、様々な通信プロ
トコルを実装するように制御する。基地局制御ルーチン３２２４は、基地局３２００が基
地局の基本的な機能上のタスク、例えば、信号の生成と受信、スケジューリング、を実行
し、ストリップ－シンボル期間中にトーン部分組割り当てシーケンスを用いて無線端末に
信号を送信することを含む幾つかの側面の方法のステップを実装するように制御するため
に用いられる。
【０１７９】
　シグナリングルーチン３２２８は、復号器３２１２を有する受信機３２０２及び符号器
３２１４を有する送信機３２０４の動作を制御する。シグナリングルーチン３２２８は、
送信されたデータ３２３６及び制御情報の生成を制御する責任を有する。トーン部分組割
り当てルーチン３２３０は、ストリップ－シンボル期間において用いられるトーン部分組
を、側面の方法を用いて及びダウンリンクストリップ－シンボル時間情報３２４０とセク
ターＩＤ３２５２とを含むデータ／情報３２２０を用いて構築する。ダウンリンクトーン
部分組割り当てシーケンスは、セル内の各セクター型に関して異なり、隣接するセルに関
して異なる。ＷＴ３３００は、ダウンリンクトーン部分組割り当てシーケンスに従ってス
トリップ－シンボル期間に信号を受信する。基地局３２００は、送信された信号を生成す
るために同じダウンリンクトーン部分組割り当てシーケンスを用いる。その他のダウンリ
ンクトーン割り当てホッピングルーチン３２３２は、ストリップ－シンボル期間以外のシ
ンボル期間の間、ダウンリンクトーン情報３２４２とダウンリンクチャネル情報３２５６
とを含む情報を用いてダウンリンクトーンホッピングシーケンスを構築する。ダウンリン
クデータトーンホッピングシーケンスは、セルのセクター全体に関して同期化される。ビ
ーコンルーチン３２３４は、同期化を目的として、例えばダウンリンク信号のフレームタ
イミング構造、従ってウルトラスロット境界に関するトーン部分組割り当てシーケンスを
同期化するために、用いることができるビーコン信号、例えば１つ又は幾つかのトーンに
集中された相対的に高い電力の信号の信号、の送信を制御する。
【０１８０】
　結合ルーチン３２６２は、情報結合ルーチン（示されていない）、値結合ルーチン（示
されていない）及び／又はフローストリーム結合ルーチン（示されていない）をさらに含
むことができる。例えば、情報結合ルーチンは、予め決められた方法で少なくとも２つの
サブグループからサブグループを選択し、サブグループの選択から独立したビーコン信号
を送信する自由度を選択し、選択されたサブグループ及び選択された自由度内において高
エネルギーレベルで少なくとも２つの部分組の情報を送信するためのルーチンを含むこと
ができる。選択された自由度は、選択されたサブグループの関数であることができる。
【０１８１】
　他の例においては、値結合ルーチンは、第１の情報ストリーム及び第２の情報ストリー
ムに独立した値を割り当てることと、単一の高レベルビーコン信号における送信のために
独立した値を結合すること、とを含むことができる。独立した値は、選択的にコーディン
グ及び復号することができる。ストリーム結合ルーチンは、周波数単位及び時間単位を具
備するブロックを第１の情報ストリーム及び少なくとも第２の情報ストリームに分割する
こと、第１の情報ストリーム及び少なくとも第２の情報ストリームを結合すること、及び
周波数と時間の選択された部分中に結合された情報ストリームを送信することに関連する
ことができる。これらのストリームは、周波数と時間の選択された部分を表すことができ
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る。
【０１８２】
　図３３は、図８に示されるシステム８００の無線端末（例えば、エンドノード、モバイ
ルデバイス、等）、のうちのいずれか１つ、例えばＥＮ（１）８３６、として用いること
ができる無線端末例（例えば、エンドノード、モバイルデバイス、等）３３００を示す。
無線端末３３００は、トーン部分組割り当てシーケンスを実装する。無線端末３３００は
、様々な要素３３０２、３３０４、３３０６、３３０８がデータ及び情報を交換すること
ができるバス３３１０によってひとつに結合された復号器３３１２を含む受信機３３０２
と、符号器３３１４を含む送信機３３０４と、プロセッサ３３０６と、メモリ３３０８と
、を含む。基地局３２００（及び／又は別個の無線端末）から信号を受信するために用い
られるアンテナ３３０３が、受信機３３０２に結合される。例えば基地局３２００（及び
／又は別個の無線端末）に信号を送信するために用いられるアンテナ３３０５が、送信機
３３０４に結合される。
【０１８３】
　プロセッサ３３０６（例えば、ＣＰＵ）は、メモリ３３０８内のルーチン３３２０を実
行し、データ／情報３３２２を用いて無線端末３３００の動作を制御し、方法を実装する
。
【０１８４】
　データ／情報３３２２は、ユーザーデータ３３３４と、ユーザー情報３３３６と、トー
ン部分組割り当てシーケンス情報３３５０と、を含む。ユーザーデータ３３３４は、ピア
ノードを対象とし、送信機３３０４による基地局３２００への送信前に符号化するために
符号器３３１４にルーティングされるデータと、受信機３３０２内の復号器３３１２によ
って処理されている基地局３２００から受信されたデータと、を含むことができる。ユー
ザー情報３３３６は、アップリンクチャネル情報３３３８と、ダウンリンクチャネル情報
３３４０と、端末ＩＤ情報３３４２と、基地局ＩＤ情報３３４４と、セクターＩＤ情報３
３４６と、モード情報３３４８と、を含む。アップリンクチャネル情報３３３８は、基地
局３２００への送信時に無線端末３３００が使用するために基地局３２００によって割り
当てられているアップリンクチャネルセグメントを識別する情報を含む。アップリンクチ
ャネルは、アップリンクトラフィックチャネルと、専用アップリンク制御チャネル、例え
ば要求チャネルと、電力制御チャネルと、タイミング制御チャネルと、を含むことができ
る。各アップリンクチャネルは、１つ以上の論理トーンを含み、各論理トーンは、アップ
リンクトーンホッピングシーケンスに後続する。アップリンクホッピングシーケンスは、
セルの各セクター型間で及び隣接するセル間で異なる。ダウンリンクチャネル情報３３４
０は、ＢＳ３２００がデータ／情報をＷＴ３３００に送信しているときに用いるために基
地局３２００によってＷＴ３３００に割り当てられているダウンリンクチャネルセグメン
トを識別する情報を含む。ダウンリンクチャネルは、ダウンリンクトラフィックチャネル
と、割り当てチャネルと、を含むことができ、各ダウンリンクチャネルは、１つ以上の論
理トーンを含み、各論理トーンは、セルの各セクター間で同期化されるダウンリンクホッ
ピングシーケンスに後続する。
【０１８５】
　ユーザー情報３３３６は、基地局３２００によって割り当てられた識別である端末ＩＤ
情報３３４２と、ＷＴが通信を確立している特定の基地局３２００を識別する基地局ＩＤ
情報３３４４と、ＷＴ３３００が現在所在するセルの特定のセクターを識別するセクター
ＩＤ情報３３４６と、を含む。基地局ＩＤ３３４４は、セルスロープ値を提供し、セクタ
ーＩＤ情報３３４６は、セクターインデックス型を提供し、セルスロープ値及びセクター
インデックス型は、トーンホッピングシーケンスを導き出すために用いることができる。
同じくユーザー情報３３３６に含まれるモード情報３３４８は、ＷＴ３３００がスリープ
モード、ホールドモード、又はオンモードのいずれにあるかを識別する。
【０１８６】
　トーン部分組割り当てシーケンス情報３３５０は、ダウンリンクストリップ－シンボル
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時間情報３３５２と、ダウンリンクトーン情報３３５４と、を含む。ダウンリンクストリ
ップ－シンボル時間情報３３５２は、フレーム同期化構造情報、例えば、スーパースロッ
ト、ビーコンスロット及びウルトラスロット構造情報、及び所定のシンボル期間がストリ
ップ－シンボル期間であるかどうか、及びストリップ－シンボル期間である場合はストリ
ップ－シンボル期間のインデックス及びストリップ－シンボルが基地局によって用いられ
るトーン部分組割り当てシーケンスを打ち切るためのリセットポイントであるかどうかを
明記する情報を含む。ダウンリンクトーン情報３３５４は、基地局３２００に割り当てら
れた搬送周波数と、トーンの数及び周波数と、ストリップ－シンボル期間に割り当てられ
るトーン部分組の組と、その他のセル及びセクター特有の値、例えばスロープ、スロープ
インデックス及びセクター型と、を含む情報を含む。
【０１８７】
　ルーチン３３２０は、通信ルーチン３３２４と、無線端末制御ルーチン３３２６と、同
期化ルーチン３３２８と、ページングメッセージ生成／ブロードキャストルーチン３３３
０と、ページングメッセージ検出ルーチン３３３２と、を含む。通信ルーチン３３２４は
、ＷＴ３３００によって用いられる様々な通信プロトコルを制御する。例えば、通信ルー
チン３３２４は、ワイドエリアネットワークを介しての（例えば基地局３２００との）通
信及び／又はローカルエリアピア・ツー・ピアネットワークを介しての（例えば、別個の
無線端末との直接的な）通信を可能にすることができる。さらなる例により、通信ルーチ
ン３３２４は、（例えば基地局３２００からの）ブロードキャスト信号を受信するのを可
能にすることができる。無線端末制御ルーチン３３２６は、受信機３３０２及び送信機３
３０４の制御を含む無線端末３３００の基本的な機能を制御する。同期化ルーチン３３２
８は、（例えば、基地局３２００からの）受信信号に合わせて無線端末３３００を同期化
することを制御する。ピア・ツー・ピアネットワーク内のピアも前記信号に合わせて同期
化することができる。例えば、受信信号は、ビーコン、ＰＮ（疑似ランダム）シーケンス
信号、パイロット信号、等であることができる。さらに、信号は、周期的に入手すること
ができ、同じくピアに知られている（同期化ルーチン３３２８と関連づけられた）プロト
コルを利用して別個の機能（例えば、ピアの発見、ページング、トラフィック）に対応す
る間隔を識別することができる。ページングメッセージ生成／ブロードキャストルーチン
３３３０は、識別されたピアページング間隔中に送信用のメッセージを生成することを制
御する。メッセージと関連づけられたシンボル及び／又はトーンは、（例えば、ページン
グメッセージ生成／ブロードキャストルーチン３３３０と関連づけられた）プロトコルに
基づいて選択することができる。さらに、ページングメッセージ生成／ブロードキャスト
ルーチン３３３０は、ピア・ツー・ピアネットワーク内のピアにメッセージを送信するの
を制御することができる。ページングメッセージ検出ルーチン３３３２は、識別されたピ
アページング間隔中に受信されたメッセージに基づいてピアの検出及び識別を制御する。
さらに、ページングメッセージ検出ルーチン３３３２は、ピアリスト３３５６に保持され
る情報に少なくとも部分的に基づいてピアを識別することができる。
【０１８８】
　ルーチン３３２０は、通信ルーチン３３２４と、無線端末制御ルーチン３３２６と、を
含む。通信ルーチン３３２４は、ＷＴ３３００によって用いられる様々な通信プロトコル
を制御する。一例として、通信ルーチン３３２４は、（例えば、基地局３２００からの）
ブロードキャスト信号を受信するのを可能にすることができる。無線端末制御ルーチン３
３２６は、受信機３３０２及び送信機３３０４の制御を含む無線端末３３００の基本的機
能を制御する。
【０１８９】
　ルーチンは、情報復号ルーチン、値復号ルーチン及び／又はストリーム復号ルーチン（
示されていない）を含むことができる復号ルーチン１０２８を含むこともできる。例えば
、情報復号ルーチンは、サブグループ及び自由度内において高エネルギーレベルで第１の
及び少なくとも第２の部分組の情報を受信することと、受信されたサブグループに部分的
に基づいて第１の部分組の情報を復号することと、自由度に部分的に基づいて少なくとも
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第２の部分組の情報を復号すること、とを含むことができる。
【０１９０】
　他の例においては、値復号ルーチンは、２つの独立した値の組合せを含むビーコン信号
を受信することと、前記組合せから第１の独立した値を復号して第１の情報ストリームを
入手することと、前記組合せから第２の独立した値を復号して第２の情報ストリームを入
手すること、とを含むことができる。ストリーム復号ルーチンは、一部分の周波数及び一
部分の時間中に情報ストリームの結合を受信することと、情報ストリームの前記結合を第
１の情報ストリーム及び少なくとも第２の情報ストリームに分割することと、第１の情報
ストリーム及び第２の情報ストリームを復号して対応する周波数単位及び時間単位にする
こと、とを含むことができる。
【０１９１】
　図３４に関して、無線通信環境におけるビーコン信号内の少なくとも２つの部分組の情
報の独立したコーディングを可能にするシステム３４００が示される。例えば、システム
３４００は、基地局内に少なくとも部分的に常駐することができる。システム３４００は
、プロセッサ、ソフトウェア、又はその組合せ（例えばファームウェア）によって実装さ
れる機能を表す機能ブロックであることができる機能ブロックを含むものとして表される
ことが理解されるべきである。
【０１９２】
　システム３４００は、連動して動作することができる電気的構成要素から成る論理グル
ープ３４０２を含む。例えば、論理グループ３４０２は、ブロードキャスト情報ビットの
第１及び第２の部分組３４０４を多数のブロードキャスト情報ビットから生成するための
電気的構成要素を含むことができる。さらに、論理グループ３４０２は、一組の帯域幅自
由度を少なくとも２つの部分組３４０６に分割するための電気的構成要素を具備すること
ができる。１つの例示により、２つのグループは、隣接するトーン－シンボルブロックで
あることができ又は各トーン－シンボルブロックは、互いに遠隔であることができる。さ
らに、２つの帯域幅部分組間には、幾つかの使用されないトーン－シンボルが存在するこ
とができる。
【０１９３】
　論理グループ３４０２は、少なくとも２つの部分組３４０８のうちの１つの部分組を第
１の部分組のブロードキャスト情報の関数として独立して選択するための電気的構成要素
をさらに具備することができる。さらに、選択された部分組３４１０において帯域幅自由
度のうちの１つ以上を独立して選択するための電気的構成要素を含むこともできる。帯域
幅自由度を選択することは、第２の部分組のブロードキャスト情報の関数であることがで
きる。電気的構成要素３４０８及び３４１０は、互いに独立して動作するため、１つの部
分組の情報の変更は、その他の部分組の情報に対して影響を及ぼさない。論理グループ３
４０２は、少なくとも１つの帯域幅自由度３４１２において選択的に情報を送信するため
の電気的構成要素をさらに具備することができる。情報は、無線システムの基本構成に関
連させることができる。第２の部分組の情報は、ハンドオフに関連させることができる。
部分組の情報は、その他の選択されないトーン－シンボル及び／又はグループと比較して
高いエネルギーで送信することができる。
【０１９４】
　幾つかの側面により、電気的グループ３４０２は、帯域幅自由度の組内の各々の選択さ
れない自由度において用いられる平均送信電力よりも少なくとも１０ｄＢ高い各々の選択
された帯域幅自由度内の電力でビーコン信号を送信するための電気的構成要素を含むこと
ができる。
【０１９５】
　さらに、システム３４００は、電気的構成要素３４０４、３４０６、３４０８、３４１
０及び３４１２と関連づけられた機能を実行するための命令を保持するメモリ３４１４を
含むことができる。電気的構成要素３４０４、３４０６、３４０８、３４１０及び３４１
２は、メモリ３４１４の外部の電気的構成要素として示されている一方で、該電気的構成
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要素のうちの１つ以上がメモリ３４１４内に存在できることが理解されるべきである。
【０１９６】
　図３５に関して、波形を表す２つの独立した情報ストリームを送信するのを容易にする
システム３５００が示される。システム３５００は、基地局内に少なくとも部分的に常駐
することができる。システム３５００は、プロセッサ、ソフトウェア、又はその組合せ（
例えばファームウェア）によって実装される機能を表す機能ブロックであることができる
機能ブロックを含むものとして表されることが理解されるべきである。
【０１９７】
　システム３５００は、連動して動作することができる電気的構成要素から成る論理グル
ープ３５０２を含む。論理グループ３５０２は、第１の情報ストリーム及び第２の情報ス
トリームに独立した値を割り当てるための電気的構成要素３５０４を含むことができる。
これらの値は、情報ストリームのうちの１つの変更が他方の情報ストリームに対して影響
を及ぼさないように独立した値として割り当てられる。さらに、論理グループ３５０２に
は、独立した値を結合して合成値を生成するための電気的構成要素３５０６も含まれる。
さらに、論理グループ３５０２は、合成値の関数である波形を出力するための電気的構成
要素３５０８を具備することができる。電気的構成要素３５０８は、生成された波形のマ
ッピングを出力するのと実質的に同時にその他の信号を出力することができる。波形は、
高エネルギービーコン信号を含むことができる。波形３５０８を出力するための電気的構
成要素は、実質的に同時に送信されるその他の信号の送信電力よりも少なくとも１０ｄＢ
高い１つの自由度当たりのビーコン信号の送信電力を提供することができる。
【０１９８】
　幾つかの側面により、論理グループ３５０２は、第２の情報ストリームの周期性と異な
る周期性を第１の情報ストリームに割り当てるための電気的構成要素を具備することがで
きる（示されていない）。すなわち、各々の異なる情報ストリームは、他方の情報ストリ
ームに影響を与えずに同様の時点又は異なる時点において繰り返すことができる。さらに
加えて又は代替として、論理グループ３５０２は、第２の情報ストリームを｛Ｙｉ｝ビッ
トのシーケンスとして表すための電気的構成要素を含むことができる（示されていない）
。独立した情報ストリーム値を結合するための手段３５０６は、式Ｚｉ＝｛Ｘｉ｝＊（Ｑ
＋１）＋｛Ｙｉ｝を利用することができ、ここで、Ｑは、第１の情報ストリームの最大値
である。選択されたブロードキャストメッセージブロックは、｛Ｘｉ｝によって示すこと
ができ、｛Ｙｉ｝は、選択されたブロック内における所在場所を示す。Ｚｉによって占め
られるスペースは、｛Ｘｉ｝によって占められるスペース及び｛Ｙｉ｝によって占められ
るスペースよりも大きいことができる。
【０１９９】
　さらに、システム３５００は、電気的構成要素３５０４、３５０６、及び３５０８と関
連づけられた機能を実行するための命令を保持することができるメモリ３５１０を含むこ
とができる。電気的構成要素３５０４、３５０６、及び３５０８は、メモリ３５１０の外
部の電気的構成要素として示されている一方で、該電気的構成要素のうちの１つ以上がメ
モリ３５１０内に存在できることが理解されるべきである。
【０２００】
　図３６に関して、無線通信環境における一組の時間シンボル内の一組のトーンを用いた
情報の送信を容易にするシステム３６００が示される。システム３６００は、基地局内に
少なくとも部分的に常駐することができる。システム３６００は、プロセッサ、ソフトウ
ェア、又はその組合せ（例えばファームウェア）によって実装される機能を表す機能ブロ
ックであることができる機能ブロックを含むものとして表されることが理解されるべきで
ある。システム３６００は、連動して動作することができる電気的構成要素の論理グルー
プ３６０２を含む。論理グループ３６０２は、ブロック３６０４を選択するための電気的
構成要素を含むことができる。ブロックは、一組の周波数トーンと、一組の時間シンボル
と、を含むことができる。
【０２０１】
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　論理グループには、ブロックを第１の情報ストリームの関数として２つ以上のサブグル
ープに分離するための電気的構成要素３６０６と、２つ以上のサブグループの各々を第２
の情報ストリームの関数としてミクロブロックにセグメンテーションするための電気的構
成要素３６０８と、を含むこともできる。ブロックを分離すること及びサブグループをセ
グメンテーションすることは、予め決められた方法で行うことができる。ミクロブロック
の各々は、１つの時間シンボルにおいて１つ以上の周波数トーンを含むことができる。第
１の情報ストリーム及び第２の情報ストリームは、周波数トーン及び時間シンボルを含む
ブロックの一部分であることができる。周波数部分及び時間部分の変更は、互いに影響を
及ぼさず、従って、互いに排他的であることができる。すなわち、第１の情報ストリーム
の変更は、第２の情報ストリームには影響を及ぼさない。論理グループ３６０２は、情報
を高エネルギービーコンとして送信するミクロブロックを選択するための手段を含むこと
もできる。ミクロブロックは、互いに隣接すること、互いに離れていることができ、及び
等しい間隔でないことができる。
【０２０２】
　さらに、論理グループ３６０２は、第１の情報ストリームを表すサブブロックにブロッ
クを分割するための電気的構成要素を含むことができる（示されていない）。論理グルー
プ３６０２には、第２の情報ストリームを表す自由度にサブブロックをパーティショニン
グするための電気的構成要素（示されていない）及び／又はブロックを予め決められた方
法で第１の情報ストリーム及び第２の情報ストリームにパーティショニングするための電
気的構成要素を含めることもできる。
【０２０３】
　さらに、システム３６００は、電気的構成要素３６０４、３６０６、３６０８及び３６
１０と関連づけられた機能を実行するための命令を保持するメモリ３６１２を含むことが
できる。電気的構成要素３６０４、３６０６、３６０８及び３６１０は、メモリ３６１２
の外部の電気的構成要素として示されている一方で、該電気的構成要素のうちの１つ以上
がメモリ３６１２内に存在できることが理解されるべきである。
【０２０４】
　図３７に関して、無線通信環境におけるビーコン信号で受信された情報の独立した復号
を可能にするシステム３７００が示される。例えば、システム３７００は、モバイルデバ
イス内に少なくとも部分的に常駐することができる。システム３７００は、プロセッサ、
ソフトウェア、又はその組合せ（例えばファームウェア）によって実装される機能を表す
機能ブロックであることができる機能ブロックを含むものとして表されることが理解され
るべきである。
【０２０５】
　システム３７００は、連動して動作することができる電気的構成要素から成る論理グル
ープ３７０２を含む。例えば、論理グループ３７０２は、情報の少なくとも１つの帯域幅
自由度において選択的に情報を受信するための電気的構成要素３７０４を含むことができ
る。１つの例示により、情報は、基本構成に関連させることができ、第２の部分組の情報
は、ハンドオフに関連させることができる。電気的構成要素３７０４は、その他の受信さ
れたビーコン信号と比較して高いエネルギーで受信されたビーコン信号をさらに区別する
ことができる。さらに、論理グループ３７０２には、いずれの帯域幅自由度が受信された
かを決定するための電気的構成要素３７０６と、少なくとも２つの部分組からのいずれの
部分組が１つ以上の帯域幅自由度を含んでいたかを決定するための電気的構成要素３７０
８と、を含むこともできる。
【０２０６】
　さらに、論理グループ３７０２は、２つ以上の部分組を結合して一組の帯域幅自由度に
するための電気的構成要素３７１０を含むことができる。さらに、第１の部分組のブロー
ドキャスト情報ビット及び第２の部分組のブロードキャスト情報ビットからのブロードキ
ャスト情報ビットを復号するための電気的構成要素３７１２も含まれる。
【０２０７】
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　幾つかの側面により、システム３７００は、帯域幅自由度の組内の各々の選択されない
自由度において用いられる平均送信電力よりも少なくとも１０ｄＢ高い各々の選択された
帯域幅自由度における電力でビーコン信号を受信するための論理的構成要素を含むことが
できる。システム３７００は、ビーコン信号がいずれのサブグループにおいて受信された
かを第１の部分組情報に部分的に基づいて決定するための電気的構成要素を含むこともで
きる（示されていない）。さらに、ビーコン信号がいずれの自由度において受信されたか
を少なくとも第２の部分組の情報に部分的に基づいて確認するための電気的構成要素を含
むこともできる。
【０２０８】
　さらに、システム３７００は、電気的構成要素３７０４、３７０６、３７０８、３７１
０及び３７１２と関連づけられた機能を実行するための命令を保持するメモリ３７１４を
含むことができる。電気的構成要素３７０４、３７０６、３７０８、３７１０及び３７１
２は、メモリ３７１４の外部の電気的構成要素として示されている一方で、該電気的構成
要素のうちの１つ以上がメモリ３７１４内に存在できることが理解されるべきである。
【０２０９】
　図３８に関して、無線通信環境において波形を表す２つの独立した情報ストリームを解
読することを可能にするシステム３８００が示される。例えば、システム３８００は、モ
バイルデバイス内に少なくとも部分的に常駐することができる。システム３８００は、プ
ロセッサ、ソフトウェア、又はその組合せ（例えばファームウェア）によって実装される
機能を表す機能ブロックであることができる機能ブロックを含むものとして表されること
が理解されるべきである。
【０２１０】
　システム３８００は、連動して動作することができる電気的構成要素から成る論理グル
ープ３８０２を含む。例えば、論理グループ３８０２は、高エネルギービーコン信号を含
む波形を受信するための電気的構成要素３８０４を含むことができる。高エネルギービー
コン信号は、その他の信号と実質的に同時に受信することができる。論理グループ３８０
２は、波形を独立した情報ストリーム値に分割するための電気的構成要素３８０６と、独
立した情報ストリーム値からの第１の情報ストリームの第１の値及び第２の情報ストリー
ムの第２の値を解読するための電気的構成要素３８０８と、も含むことができる。
【０２１１】
　幾つかの側面により、論理グループ３８０２は、第２の値の周期性と異なる第１の値の
周期性を解釈するための電気的構成要素を含むことができる（示されていない）。さらに
加えて又は代替として、論理グループ３８０２は、第１の情報ストリームを｛ｂｉ｝に含
まれる信号｛Ｘｉ｝として解読するための電気的構成要素と、第２の情報ストリームを｛
ｃｉ｝に含まれる｛Ｙｉ｝のシーケンスとして解読するための電気的モジュールと、を含
むことができ、ここで、｛Ｙｉ｝は、単一のビットを表す（示されていない）。選択され
たブロードキャストメッセージブロックは、｛Ｘｉ｝によって示すことができ、｛Ｙｉ｝
は、選択されたブロック内における所在場所を示す。
【０２１２】
　さらに、システム３８００は、電気的構成要素３８０４、３８０６、及び３８０８と関
連づけられた機能を実行するための命令を保持するメモリ３８１０を含むことができる。
電気的構成要素３８０４、３８０６、及び３８０８は、メモリ３８１０の外部の電気的構
成要素として示されている一方で、該電気的構成要素のうちの１つ以上がメモリ３８１０
内に存在できることが理解されるべきである。
【０２１３】
　図３９に関して、無線通信環境内において周波数部分及び時間部分中に情報を受信する
システム３９００が示される。例えば、システム３９００は、モバイルデバイス内に少な
くても部分的に常駐することができる。システム３９００は、プロセッサ、ソフトウェア
、又はその組合せ（例えばファームウェア）によって実装される機能を表す機能ブロック
であることができる機能ブロックを含むものとして表されることが理解されるべきである
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。システム３９００は、連動して動作することができる電気的構成要素から成る論理グル
ープ３９０２を含む。
【０２１４】
　例えば、論理グループ３９０２は、高エネルギービーコンを受信するための電気的構成
要素３９０４を含むことができる。高エネルギービーコンは、１つの時間シンボルにおけ
る少なくとも１つの周波数トーンを含むミクロブロックを表す。さらに、ミクロブロック
が選択されたサブグループを決定するための電気的構成要素３９０６も含むことができる
。サブグループは、部分組の時間シンボルにおける部分組の周波数トーンを含むことがで
きる。さらに、高エネルギービーコンに含まれる情報を解析してサブグループが選択され
たブロックを決定するための電気的構成要素３９０８を含むこともできる。ブロックは、
一組の時間シンボル内における一組の周波数トーンを含むことができる。高エネルギービ
ーコンは、第１の情報ストリーム及び第２の情報ストリームの結合を具備することができ
る。サブグループは、第１の情報ストリームの関数として選択しておくことが可能であり
、ミクロブロックは、第２の情報ストリームの関数として選択しておくことが可能である
。周波数部分及び時間部分の変更は、互いに影響を及ぼさない。
【０２１５】
　幾つかの側面により、論理グループは、式Ｘ^

ｉ＝ｆｌｏｏｒ（Ｚｉ／Ｌ）を利用して
第１の情報ストリームを解析するための電気的構成要素を含むことができる（示されてい
ない）。さらに、式Ｙ^

ｉ＝ｍｏｄ（Ｚｉ，Ｌ）を利用して第２の情報ストリームを解析
するための電気的構成要素を含むこともできる（示されていない）。
【０２１６】
　さらに、システム３９００は、電気的構成要素３９０４、３９０６、及び３９０８と関
連づけられた機能を実行するための命令を保持するメモリ３９１０を含むことができる。
電気的構成要素３９０４、３９０６、及び３９０８は、メモリ３９１０の外部の電気的構
成要素として示されている一方で、該構成要素のうちの１つ以上がメモリ３９１０内に存
在できることが理解されるべきである。
【０２１７】
　図４０は、ブロードキャスト情報ビットのサブシーケンスを含むブロードキャスト信号
の送信を可能にするシステムを示す。例えば、システム４０００は、基地局内に少なくと
も部分的に常駐することができる。システム４０００は、プロセッサ、ソフトウェア、又
はその組合せ（例えばファームウェア）によって実装される機能を表す機能ブロックであ
ることができる機能ブロックを含むものとして表されることが理解されるべきである。
【０２１８】
　システム４０００は、連動して動作することができる電気的構成要素から成る論理グル
ープ４００２を含む。論理グループ４００２は、ブロードキャスト情報ビットのサブシー
ケンスを確立するための電気的構成要素４００４を含むことができる。サブシーケンスは
、１つ以上の非同期メッセージ及び／又は１つ以上の同期メッセージを含むことができる
。非同期メッセージには非同期メッセージの定義を示すためのメッセージヘッダーを含め
ることができる。同期メッセージの定義は、ブロードキャスト信号内における同期メッセ
ージの位置の関数であることができる。
【０２１９】
　論理グループ４００２は、サブシーケンスの位置構造を定義するための電気的構成要素
４００６を含むこともできる。位置構造は、予め定義することができる。さらに、論理グ
ループ４００２には、サブシーケンスの開始を示すための電気的構成要素４００８及びブ
ロードキャスト信号を送信するための電気的構成要素４０１０であることができる。
【０２２０】
　幾つかの側面により、システム４０００は、ブロードキャスト情報ビットの複数のサブ
シーケンスを定義するための電気的構成要素を含むこともできる。さらに、第１の情報ビ
ットシーケンス内における複数のサブシーケンスの各々のサブシーケンスの所在場所を特
定するための電気的構成要素及び／又はサブシーケンスの所在場所を指定するタイミング
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構造を構築するための電気的構成要素も含むことができる。さらに、ブロードキャスト信
号内におけるタイミング構造を符号化するための電気的構成要素を含むこともできる。幾
つかの側面により、論理グループは、ブロードキャスト信号に含まれる異なる同期メッセ
ージに対して異なる周期性を割り当てるための電気的構成要素も含む。
【０２２１】
　さらに、システム４０００は、電気的構成要素４００４、４００６、４００８及び４０
１０と関連づけられた機能を実行するための命令を保持するメモリ４０１２を含むことが
できる。電気的構成要素４００４、４００６、４００８及び４０１０は、メモリ４０１２
の外部の電気的構成要素として示されている一方で、該構成要素のうちの１つ以上がメモ
リ４０１２内に存在できることが理解されるべきである。
【０２２２】
　図４１は、非同期及び／又は同期メッセージを含むブロードキャスト信号の解釈を可能
にするシステム４１００を示す。システム４１００は、モバイルデバイス内に少なくとも
部分的に常駐することができる。システム４１００は、プロセッサ、ソフトウェア、又は
その組合せ（例えばファームウェア）によって実装される機能を表す機能ブロックである
ことができる機能ブロックを含むものとして表されることが理解されるべきである。
【０２２３】
　システム４１００は、連動して動作することができる電気的構成要素から成る論理グル
ープ４１０２を含む。論理グループ４１０２は、１つ以上のサブシーケンスのブロードキ
ャスト情報ビットを含む信号を受信するための電気的構成要素４１０４を含むことができ
る。１つ以上のサブシーケンスは、１つ以上の非同期メッセージ、１つ以上の同期メッセ
ージ又は非同期メッセージと同期メッセージの両方を含むことができる。２つ以上のサブ
シーケンスを異なる周期性で受信することができ、又は互いにインターリービングするこ
とができる。
【０２２４】
　論理グループ４１０２には、サブシーケンスのうちの少なくとも１つの位置を決定する
ための電気的構成要素４１０６及び決定された位置に部分的に基づいてサブシーケンスを
解釈するための電気的構成要素４１０８であることができる。幾つかの側面により、シス
テム４１００は、ブロードキャスト信号の幾つかの部分をひとつにまとめてヘッダー／本
体／メッセージシーケンスを導き出すための電気的構成要素及び／又はメッセージフォー
マットに部分的に基づいてメッセージの開始点及び終了点を決定するための電気的構成要
素を含むこともできる。幾つかの側面により、システム４１００は、ブロードキャスト情
報ビットの複数のサブシーケンスの各々に関する位置を示すタイミング構造を復号するた
めの電気的構成要素を含むことができる。タイミング構造は、受信されたブロードキャス
ト信号に含めることができる。
【０２２５】
　さらに、システム４１００は、電気的構成要素４１０４、４１０６及び４１０８と関連
づけられた機能を実行するための命令を保持するメモリ４１１０を含むことができる。電
気的構成要素４１０４、４１０６及び４１０８は、メモリ４１１０の外部の電気的構成要
素として示されている一方で、該電気的構成要素のうちの１つ以上がメモリ４１１０内に
存在できることが理解されるべきである。
【０２２６】
　本明細書において説明される側面は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、
ミドルウェア、マイクロコード、又はそのいずれかの組合せ内において実装できることが
理解されるべきである。ハードウェア内に実装する場合は、処理ユニットは、本明細書に
おいて説明される機能を果たすように設計された１つ以上の特定用途向け集積回路（ＡＳ
ＩＣ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、デジタル信号処理デバイス（ＤＳＰＤ）、
プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰ
ＧＡ）、プロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、その
他の電子ユニット、又はその組合せ内に実装することができる。
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【０２２７】
　側面が、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、プログラム
コード又はコードセグメント内に実装されるときには、これらの側面は、記憶装置構成要
素等の機械によって読み取り可能な媒体内に格納することができる。コードセグメントは
、手順、関数、サブプログラム、プログラム、ルーチン、サブルーチン、モジュール、ソ
フトウェアパッケージ、クラス、又は、命令、データ構造、又はプログラムステートメン
トの組合せを表すことができる。コードセグメントは、情報、データ、引数、パラメータ
、又はメモリ内容を渡す及び／又は受け取ることによって他のコードセグメント又はハー
ドウェア回路と結合させることができる。情報、引数、パラメータ、データ、等は、メモ
リを共有する、メッセージを渡す、トークンを渡す、ネットワーク送信、等を含むあらゆ
る適切な手段を用いて渡す、転送する、又は送信することができる。
【０２２８】
　ソフトウェア内に実装する場合は、本明細書において説明される技法は、本明細書にお
いて説明される機能を果たすモジュール（例えば、手順、関数、等）とともに実装するこ
とができる。ソフトウェアコードは、メモリユニットに格納してプロセッサによって実行
することができる。メモリユニットは、プロセッサ内に又はプロセッサの外部に実装する
ことができ、プロセッサの外部に実装する場合は、当業において知られる様々な手段で通
信可能な形でプロセッサに結合させることが可能である。
【０２２９】
　上述されていることは、１つ以上の側面の例を含む。当然のことであるが、上記の側面
を説明することを目的として構成要素又は方法の考えられるあらゆる組み合わせを説明す
ることは可能ではないが、様々な例のさらに数多くの組み合わせ及び置換が可能であるこ
とを当業者は認識することができる。従って、説明される側面は、添付された請求項の精
神又は適用範囲内にあるあらゆる変更、修正及び変形を包含することが意図されている。
さらに、発明を実施するための最良の形態又は請求項の範囲において“含む”という表現
が用いられている限りにおいて、該表現は、“具備する”いう表現が請求項において移行
語として採用されたときの解釈と同様の包含性を有することが意図されている。さらに、
発明を実施するための最良の形態又は請求項のいずれにおいても、表現“又は”は、“非
排他的な又は”であることが意味される。
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